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塩尻市コミュニティ・スクール 10年 そして 

平成 28年４月、塩尻市内のすべての小・中学校に学校運営協議会が設置され、コミュニ

ティ・スクールとしての活動がスタートしました。そのコミュニティ・スクールは、今年

度 10 年目（両小野学園は 11 年目）という節目の年を迎えました。これまでの各校のコミ

ュニティ・スクール活動の推進に、ご理解ご協力を賜りました、すべての皆様に感謝を申

し上げます。 

この取組みは、「一人ひとりの育ちに、ていねいに向き合う教育」を理念とした塩尻市教

育振興基本計画において、育てたい人間像として定めた、「社会を生き抜く力を備えたひと、

郷土を知り、誇りと愛着をもったひと」の育成に、コミュニティ・スクールというツール

が最も有効であると考えたことから始まりました。この 10年間を振り返ると、子どもたち

に社会を生き抜く力や郷土に対する誇りと愛着を育もうと、地域と学校が力を合わせ一生

懸命取り組み、多くの「こと」や「もの」を創り上げてきました。その結果、その学校らし

い、またその地域らしい特色ある活動が創り出され、徐々にステップ・アップし、10年た

った今では伝統となりつつある「こと」や「もの」もあります。そして、一番の成果とし

て、子どもたちを中心として、地域の多くの「ひと」がつながりました。 

一方、軌道に乗り出したコミュニティ・スクール活動でしたが、令和元年度末からの約

３年間は、コロナ禍により、創り上げてきた多くの活動が制限を受け、足踏みをしました。

各校が分散登校やオンライン授業、学級・学年閉鎖という出口の見えないトンネルの入口

に立たされた中でも、各コミュニティ・スクールは、校内の消毒、オンラインでの活動や

感染対策を万全にした上での活動などに創意工夫して取り組んできました。令和２年度の

実践集のテーマは「アンダー コロナ禍 未来につながる大きなチャレンジ！」です。この

困難な状況に対しても、地域と学校が力を合わせ、前を向いて乗り越えてきたチャレンジ

が、今につながっています。 

コロナ禍を経験した私たちは、子どもたちの豊かな成長には、子どもたちが多様な「ひ

と・こと・もの」と出会い、交流するなどの体験活動が欠かせないこと、また、よりよい

地域づくりには、学校を核として「ひと」がつながり、「こと」や「もの」を創造していく

営みが欠かせないことを実感しています。この実感をもとに取り組んできました、ここ数

年のコミュニティ・スクール活動は、コロナ禍前に戻るだけではなく、さらに充実、進化

を遂げています。そのような他校の実践に学びつつ、これからの 10年を見据えて、自校の

実践の取組みを広げたり質を高めたりするために、本実践集をご活用いただければ幸いで

す。 

塩尻市教育長 佐倉 俊 
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 本校のグランドデザインでは「さあ！Try！地域から学ぼう！」を掲げ、地域の人やも

のを学ぶことを通して地域を大切にし、地域に誇りをもつ子どもの育成に注力してきま

した。 

 「地域の方に手助けをいただく」「地域の方と協働する」「地域で体験をする」という

視点で活動を進めてきましたが、昨年度からはそれに加えて「地域に発信する」「地域に

働きかける」「地域に貢献する」という、一つ段階を上げた活動を進めてきました。  

塩尻東小学校コミュニティ・スクール 

クラブ活動の成果を発表

阿禮太鼓を指導してくださった方々と音楽会でセッションしました。 

「もっと伸び伸びと動きをつけて、躍動感のある音にしたい」という子どもの願いを受

けて、公民館の協力を得て広い練習場を確保することができ、太鼓の腕も上達しました。 

音楽会に来てくださった方からは「迫力のある太鼓だった」「地域の伝統に触れることは

すばらしい」という感想が寄せられました。 

活動を進めるうえで大切にしたこと 

１．子どもの自発的な活動を促し、自由な発想を生かすために「やってみたい」  

という気持ちを最大限尊重する。 

２．活動を「自分のこと」として引き受け、能動的な態度を養うために、教師や  

地域がすべてお膳立てするのではなく、失敗を認めながら子どもたちが活動を  

決め、地域の方にサポートしていただくようにする。 

３．「地域の方」というカテゴリーに「保護者」を加えることで特定の方に常に  

お世話になるのではなく、様々な方に関わっていただきながら持続可能なコ  

ミュニティ・スクールとなるようにする。

４．子どもや先生方の要望を聞き、関係機関との連絡調整を密にしながら、効果 

的な予算執行に努める。 
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１年生「せかい一
いち

のポップコーンやさん」 

保育園で培ってきた「やってみよう」という意欲を小学校でどう生かしていくかを考える中で、「ポ

ップコーンづくりで、おうちの人にボランティアで参加してもらおう」というアイデアが出てきまし

た。 

おうちの方に見ていただいているという安心感から、「もっとおいしいものを作るにはどうしたら

いいだろう」「お店に来てもらうにはどんなことを工夫したらいいだろう」という問いが子どもたち

からどんどん出てきて、最後は担任はただ見ているだけでよいというくらい、手際がよくなりました。 

３年生「東地区の宝 ミズバショウ（水芭蕉）」 

本校に伝わる「東っ子かるた」に「早春のみどり湖に咲くミズバショウ」という札があることを

知った子どもが、実際に水芭蕉を育ててみたいという願いを実現させたいと、交渉の末、地域の方

を招いて移植を試みました。この水芭蕉は枯れてしまうのですが、子どもたちは「今度は絶対成功

させたい」と工夫をしました。 

また、水芭蕉の魅力を多くの人に知ってもらうために「水芭蕉だんご」を作りたいと商品開発を

始めるとともに和菓子屋さんに協力を求める電話をしました。 

１年間を通して見えてきたこと 

１．子どもたちの創意工夫を地域の方が快く受け止めてくださったことで、大人 

と関わることに抵抗がなくなってきた。しかし、時には厳しく指導する、再考 

を促すという態度で接していただいたため、地域で生きることの難しさ、それ 

ゆえの誇りに触れることができた。 

２．担任と地域の方がねらいを共有し、「あえて失敗させる」という鷹揚な態度  

で子どもと接することで「粘り強さ」「工夫」「協働性」といった非認知能力を 

高めることができた。 

３．一方、学校支援コーディネーターのご尽力があるものの、学校としては地域 

の材の発掘や人材確保といった点においては課題がある。 
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言

う
話

に
な

り
ま

し
た

。
小

松
支

援
部

長
講

師
を

探
す

と
の

事
で

す
。

副
会

長

ｺﾐ
ｽｸ

fe
s
ta

日
程

未
定

会
　

長
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【本年度の主な活動】 ☆：本年度から始めた取り組み

西の大人（学校・地域・家庭）が力をあわせて、西の子の育ちを見守り、支えています。 

学習支援部、スポーツ文化活動支援部、キャリア教育支援部、福祉・人権教育支援部、環境

整備支援部、広報部、特別教育支援部、安心安全支援部、読書活動支援部、公民館活動の各

学校支援部会を組織し、様々な場面で地域の皆様のご支援をいただいています。 

【登校の見守り】 

 交差点で、児童の横断を支援。安心・安全な登校をサポート 

【おはよう先生】☆ 

児童玄関で子どもたちとあいさつ・雑談をする。落ち着いた１日の始まりをサポート 

【西の子エプロン 読み聞かせ】 

朝の時間に教室で読み聞かせ（おもに木曜日の朝の活動の時間） 

【ベルマークの整理】☆ 

都合のつく人が集まっ

て、ベルマークの仕分け・

計算を行う（ベルマーク

で座談会）。 

西の子チャレンジタイム

で子ども達といっしょに

ベルマークの分類をす

る。 

【西の子チャレンジタイム】☆ 

月・火・木・金曜日の放課後に開催

（月 8回程度）。子ども達のチャレンジ

したいことをサポート。安全管理だけ

でなく、講師を務めたり、ともに活動

を楽しんだりすることも。 

【放課後おさらい教室】 

水曜日の放課後、４～６年生

を対象に、子どもたちの学び

に寄り添い、支援する。 

【下校の見守り】 

子どもたちに声をかけ、

安心・安全な下校をサポ

ート 

【学校運営協議会】【地域教育協議会】 

地域住民と学校がいっしょになって、やりたいこと・できることを相談したり、地域の情報を共有し

たりする。保護者にもっと知っていただくために「ガクウンキョーだより」を複数回発行する。 

【環境整備活動】 

〇花壇ボランティア 

主に、朝や夕方の時間を

使って、児童玄関前の花

壇の水やり、草取りなど、

植栽の手入れを行う 

〇PTA作業への参加 

PTAとともに、草取り等

の環境整備を行う 

〇ぶどう棚の整備  

枝の剪定、下草の除草等 

【学習・学校行事・校外学習の支援】 

各学年の活動内容に応じて、子どもたちの活動が充実するよう、安全

の確保や学習活動の補助を行う 

・調理実習や裁縫実習の支援  ・手話について学ぶ講座の開催

・かけ算九九の学習を支援

・図工の制作活動の支援（刃物の使い方等）

・水泳指導の見守り  ・交通安全教室で交差点での見守り

・地域の施設見学等の引率補助(カインズ、平出遺跡、アルプスワイン、ニデック、消防署等)

・クラブ活動の講師（茶道、ニュースポーツ、プログラミング）  等

【西小ライブ】 

休み時間に、西の子や西の大人が自分の表現したいことを発表する

場として、毎月数回開催 

ダンス、歌、バンド演奏、和太鼓演奏、塩尻音頭 

【西の大人の学校】 

西の大人が学んだり、懇談したりできる場を企画し運営する 

・７月 西小カフェ（PTA三役による懇談会）、老いない脳をつくる（信

州介護福祉専門学校）、すぐに使える！前向きにすることば 

・10月 給食レストラン（給食試食会）

・1２月 子どもとわたしたちの心の健康

本でつながるおしゃべりカフェ 

【学習ひろば】 

長期休みに大門地区セン

ターを会場に子どもの学

びに寄り添い、支援する。

【日課】 

7：40 

児童玄関 

開扉 

8：20 

朝の活動 

8：45 

授業開始 

１２：２０ 

給食 

１３：２０ 

清掃 

１３：３５ 

授業開始 

14:40 

低学年 

下校 

15:30 

高学年 

下校 

16:00 

課外活動 

終了 
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「おはよう先生」「西の子チャレンジタイム」など、都合のつくときに学校に来ていただき、子

どもと共に活動する機会を増やすことができました。また、活動に賛同し、協力してくださるボ

ランティアの方も少しずつ増えてきました。しばらく休止していたベルマーク活動は「ベルマー

クで座談会」として今できるスタイルで再開しました。いろいろな大人との関わりの中で、子ど

もが安心して充実した学校生活を送ることができました。

学校運営協議会で取り組んでいる様々な活動、そこに関わる人の思いを知っていただきたく、

「ガクウンキョ―だより」を発行しました。また、各種企画の参加者募集については、チラシを

作成。気軽に参加していただけるように工夫しました。 

できる人ができるときに 西の子も西の大人も共に活動を楽しむ 

広報の充実 ガクウンキョーだより・案内チラシ 

西小ライブ 和太鼓演奏 九九を覚えたから言ってみるよ 

今年も、知識や経験を生かして、多くの方に学校の教育活動に参画していただきました。

学校が、一層、大人も子どもも気軽に集うことができる場となるように、学校運営協議会で

話題になった「やりたい」を具現化できるよう、次年度も、さまざまな活動を企画していき

たいと思います。引き続き地域の皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

おはよう先生 登校した子に声がけ いっしょにベルマークの分類 いっしょにぶどうの収穫 

チャレンジタイム 走り方教室
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塩
尻
市
立
塩
尻
西
小
学
校

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
2
5

～
学
校
目
標
具
現
に
向
け
て
地
域
学
校
共
同
体
制
で
な
に
が
で
き
る
か
な
、
で
き
そ
う
か
な
～

知
体

徳
西
の
大
人
も
い
っ
し
ょ
に
成
長

西
の
大
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
西
の
子
み
ん
な
の
成
長
を
見
守
り
ま
す
。
支
え
ま
す
。

そ
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
成
長
し
ま
す
。

西
の
大
人
み
ん
な
で
考
え
よ
う

西
の
子
は
か
し
こ
く
な
か
よ
く
た
く
ま
し
く

そ
の
た
め
に
、
西
の
大
人
の
仲
間
と
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
か
な
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
な
。

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

・
英
語
学
習
→
姉
妹
校
、
地
域
と
コ
ラ
ボ
、
世
界
の

中
の
塩
尻
市
を
知
る
。

・
西
小
Y
ou
tu
b
e
→
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
学
習

・
い
つ
も
の
授
業
に
大
人
も
参
加
し
て
授
業
を
受
け
る

・
放
課
後
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
長
期
休
業
に
公
民
館
で
学
習
支
援

・
大
門
地
区
の
史
跡
巡
り
・
地
域
の
昔
を
知
る

・
子
ど
も
が
先
生
：
保
護
者
、
地
域
向
け
IC
T
教
室

・
親
子
で
人
権
教
育

・
夜
の
絵
本
お
話
会

・
得
意
分
野
を
伝
え
る
場
の
設
定

・
野
外
活
動
へ
の
参
加

・
公
園
巡
り

・
ド
ッ
キ
リ
（
い
た
ず
ら
）
を
考
え
よ
う

・
大
門
地
区
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

・
方
言
を
作
っ
た
塩
尻
の
昔
話

・
社
会
に
出
て
行
く
た
め
の
地
域
教
育

・
教
師
と
児
童
の
接
点
が
縮
ま
る
環
境
作
り

・
不
自
由
な
生
活
体
験

・
手
話
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

・
親
の
仕
事
を
紹
介
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

・
西
の
大
人
も
一
緒
に
社
会
見
学

・
西
小
の
子
の
好
き
な
遊
び
を
や
る

・
読
み
聞
か
せ
に
地
域
の
人
も
参
加
を
！

・
西
の
大
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
作
り
（
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
）

・
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
人
た
ち
と
花
壇
づ
く
り
、
落
ち
葉
集
め
→
焼
き
芋
！

・
夜
の
ご
は
ん
会

・
場
に
な
じ
め
な
い
子
の
見
守
り
、
一
緒
に
行
動

・
各
支
部
の
行
事
の
や
り
方
（
準
備
、
進
め
方
な
ど
）
を
大
人
と
一
緒
に

・
勝
手
に
好
き
な
と
き
だ
け
見
守
り
活
動
（
登
下
校
）
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
よ
う
！

・
体
育
館
で
西
の
子
と
西
の
大
人
が
一
緒
に
映
画
鑑
賞

・
三
九
郎
な
ど
、
○
○
町
ご
と
で
は
な
く
、
地
域
活
動
を
大
き
く
し
た
い

・「
な
か
よ
し
」
っ
て
ど
ん
な
こ
と
か
考
え
る

・
固
定
し
な
い
、
良
い
リ
ー
ダ
ー
育
成

・
ゴ
ミ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・
ブ
ド
ウ
収
穫
祭

・
好
き
な
野
菜
を
作
り
・
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
作
り

・
外
国
の
文
化
を
学
ぶ
・
〝
行
っ
て
も
よ
い
〟
場
所
の
雰
囲
気
作
り

・
高
齢
者
と
西
の
子
の
お
茶
会

・
玄
蕃
ま
つ
り
参
加

・
学
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

・
地
域
の
人
達
が
自
由
に
授
業
参
観

・
大
人
か
ら
ど
ん
ど
ん
あ
い
さ
つ

・
西
の
子
と
西
の
大
人
が
一
緒
に
高
ボ
ッ
チ
登
山

・
地
域
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
太
鼓
、
音
楽
・
茶
道
・
書

道
・
ダ
ン
ス
・
歌
な
ど
）
と
体
験
会

・
塩
尻
音
頭
を
一
緒
に
踊
る

・
参
加
し
や
す
い
西
の
大
人
だ
け
の
活
動

・
高
ボ
ッ
チ
高
原
F
M
の
活
用

・
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
：
馬
頭
琴
と
朗
読

・
夏
休
み
と
か
に
地
域
の
人
が
教
え
る
○
○
教
室

・
キ
ッ
ズ
フ
リ
マ

・
安
心
安
全
の
た
め
の
街
頭
指
導

・
相
手
の
痛
み
が
理
解
で
き
る
話
し
合
い
の
時
間

・
ク
イ
ズ
大
会

・
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
協
力

・
保
護
者
で
は
な
く
て
も
学
校
行
事
に
参
加

・
男
女
の
壁
を
越
え
る
道
徳
教
育

・
公
民
館
主
催
行
事
へ
の
西
の
子
の
参
加

・
社
会
の
善
悪
を
し
っ
か
り
と
教
え
る

・
西
の
子
と
西
の
大
人
で
学
校
清
掃

・
運
動
会
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
（
正
門
か
ら
見
え

る
と
こ
ろ
）

・
大
人
も
参
加
で
き
る
運
動
会

・
昔
の
遊
び
を
一
緒
に

8



№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

１
２
月

1
月

2
月

3
月

学
運
協
②

学
運
協
③

地
教
協
①

C
S
交
流
会

1
学
習
支
援
部

は
る
や
す
み

学
習
会

お
願
い
し
ま
す

の
会

放
課
後
お
さ
ら

い
教
室

な
つ
や
す
み

学
習
会

放
課
後
お
さ
ら

い
教
室

あ
り
が
と
う

の
会

は
る
や
す
み

学
習
会

2
ス
ポ
ー
ツ
文
化

活
動
支
援
部

お
願
い
し
ま
す

の
会

ス
ポ
ー
ツ

補
助
6
人

ク
ラ
ブ
活
動

３
回

あ
り
が
と
う

の
会

3
キ
ャ
リ
ア
教
育

支
援
部

ブ
ド
ウ
栽
培

総
合
的
な
学
習

ｺ
ﾐ
ｽ
ｸ
fe
s
ta

4
福
祉
・
人
権

教
育
支
援
部

手
話
講
座

3
回

5
環
境
整
備

支
援
部

P
T
A
作
業
と

合
同
で
環
境

整
備

玄
蕃
ま
つ
り

清
掃

P
T
A
作
業
と

合
同
で
環
境

整
備

6
広
報
部

7
特
別
支
援

教
育
支
援
部

ス
ポ
ー
ツ

テ
ス
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

音
楽
会
の

楽
器
運
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

8
安
心
安
全

支
援
部

登
下
校
時
の

見
守
り

9
読
書
活
動

支
援
部

読
み
聞
か
せ
の

活
動

1
0

公
民
館
活
動

は
る
や
す
み

学
習
会

ｺ
ﾐ
ｽ
ｸ
fe
s
ta

は
る
や
す
み

学
習
会

令
和
７
年
度
　
塩
尻
市
立
塩
尻
西
小
学
校
　
　
地
域
教
育
協
議
会
活
動
計
画

学
校
運
営
協
議
会

学
運
協
①

西
の
大
人
の

学
校

学
運
協
④

地
教
協
②

ｺ
ﾐ
ｽ
ｸ
fe
s
ta

地
域
教
育
協
議
会

夏
休
み
学
習
会

学
校
花
壇
づ
く
り
補
助

ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
・
集
計

体
協
の
他
団
体
と
も
合
同
で

広
陵
中
学
区

桔
梗
小
も
参
加
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主な活動の紹介 

１．「地域ふれあい学習」 

塩尻中学校では、総合的な学習の時間（週 1 回程度５・６校時に設定）に５月から１０月まで年間を

通して「地域ふれあい学習」を行っています。この学習は、１6 講座を設け、各講座には専門的な知識・

技能をもつ地域の方々を講師としてお招きし、生徒が講座を選択して 1 回約１００分、年間８回の学習

を学年の枠を超えて行います。地域の文化や歴史、日本の伝統芸能、芸術、文化、体験的学習など、普

段はなかなかできない活動・学習に取り組み、新たな発見や学ぶことの楽しさを味わうことができます。 

塩嶺祭（文化祭）では、各講座で製作した作品や学習の成果を展示したり、地域に出かけて調査した

ことや、練習をして身に付けた表現などをステージ発表したりして、学習の成果を全校で見合い、保護

者や地域の皆さんにもご覧いただきました。 

その道を究めた地域の講師の方々から、技能はもちろん生き方についても学ぶことができる学習です。

講師の先生方には、熱心にそして温かく生徒にご指導いただきました。 

令和７年度 塩尻中学校 コミュニティ・スクール 

箏 生け花 阿禮太鼓 郷土の歴史 

短歌 アート 空手 料理 

ギター 日舞 福祉 アクティブ・ブック・ダイアローグ

書道 農業体験 手話 地域の魅力発信 

10



２．地域の方々による学校支援 

【放課後学習会】水曜放課後（年間 2２回）に学習ボランティアさんによる学習支援を行っていただ

いています。生徒は自分の学習を進めながら、分からないことをすぐに質問できる環境で安心して学

びに向かっています。 

【授業支援】家庭科の調理実習（１・3 年）や浴衣の着付け、特別支援学級での畑の作業など、様々

な活動に対して地域の方々が授業支援をしてくださいました。それぞれの活動に対して専門性を生か

した学習支援により、広がりと深まりを味わい、より充実した授業となりました。また、教師の働き

方改革にも大きく貢献していただいています。 

【スポーツ文化活動支援】男女バスケ・剣道・サッカー・女子ソフトテニスの５つの部で指導をいた

だいています。また、吹奏楽部の大会やイベントで楽器運搬のご協力をいただいています。日々の練

習で支えていただき、各種大会や地域のイベントにも安心して参加することができています。  

【環境整備】学校備品の修繕、職員・保護者の砂利駐車場の整備、駐車場への電灯設置作業、積雪時

の除雪など、多くの箇所の修繕や整備を行っていただいています。 

２．地域への貢献・発信 
【吹奏楽部による演奏会】 

「ほたると音楽の夕べ」（塩尻東地区センター6/21）、「オール大門フェスティバル」（レザンホール

11/30）で演奏し、地域の皆様に吹奏楽部による演奏を聴いていただき、それぞれのイベントを音楽で

盛り上げました。 

【阿禮神社清掃】 

阿禮神社例大祭の翌日の登校前に、ボランティア委員会とボランティア生徒が阿禮神社を清掃し、お

祭りで出されたゴミ拾いを行います。華やかなお祭りの裏で、お祭りを支える地域の方々の思いを知り、

さらに地域の伝統的な行事への思いを深めることができました。 

【地域運動会ボランティア参加】 

塩尻東地区ふれあい運動会(10/12)でボランティアとして３名の生徒が参加しました。ボランティア

に参加した生徒は、市民タイムスの取材で「まちの人の頑張りを見届けたいと思い参加した。こういう

行事が、もっと増えたら良いし、続いてほしいと」と語り、ボランティアを通して地域のよさを改めて

実感しました。 

【地域イベント「ローカル・ナイト・ピクニック」への協力・参加】 

 ふれあい講座の一つである「地域の魅力発信講座」では、平出遺跡で行われた「LocalNightPicnic」

(10/11・12)に参加し、スタッフの方々と関わりながらイベント運営の手伝いを行いました。これま

での講座の中で探究してきた成果を生かし、参加者と交流しながら地域の魅力を発信しました。 

ふれあい講座では、地域の講師の方による丁寧な指導の下、生徒のみならず教職員も多様な学びと体験

を得て大きく成長することができました。また、学習及び部活動への支援や、安心・安全ボランティアに

よる見守り、環境整備の協力など、多岐にわたる地域の方々の尽力により、生徒たちは安心できる環境の

中で健やかに育まれています。今後も、教育目標「理想に向かってともによりよく生きよう」の具現に向

けて、地域社会に積極的に関わる中で、「地域とともに育つ学校」を目指していきます。 
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、 

【校内スタンプラリー】 

  

桔梗小学校コミュニティ・スクール 

実体験を通じ、仕事の魅力や大人の真剣な姿に触れた

子どもたちは、憧れとかっこよさを感じたようです。五

感での学びが将来を考えるきっかけとなり、大人にな

る期待や夢を膨らませる貴重な機会となりました。 

学習・体験の充実 
キッズお仕事チャレンジ：地域の大人から仕事に対する思いなどにつ

いて学ぶ 
チャレンジクラブ(4・5・6年)：地域講師に学ぶ
塩尻志学館高校との交流(3年)：高校生と畑で野菜の栽培・収穫体験
読書ボランティア：読み聞かせ活動、受入れ本の整備など
学習支援：家庭科（裁縫）学習の補助、書写の補助、ぶどう栽培・染め

物講師、作物栽培の講師、課外クラブ（すもう、吹奏楽）支
援、こいのぼり設置、七夕の竹準備、クリスマスツリー・
正月飾りの設置、サツマイモ掘り・焼き芋・干し柿づくり 

安心・安全の確保 
通学路見守り活動  
水泳学習の見守り活動  
各学年の校外学習の引率補助 
2年スケート教室での紐しばり支援 

 
教育環境の維持・向上 
樹木の剪定、高枝・枯れ枝の除去 
CSルームの整備 
めだか池の整備

令和７年度 桔梗小学校ＣＳ活動 

キッズお仕事チャレンジ 働く大人へのあこがれを！

＜第 1回学校運営協議会＞ 

子どもを真ん中にした熟議 

CSでどんな楽しいことができそうかな♪ 

すてきな髪形にしたいなあ♪ 建設の仕事ってかっこいい！ 
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10年という大きな節目。これまで「地域とともにある学校」を目指し、共に歩んでくださっ

た皆様に深く感謝申し上げます。 

大きな行事の成功を目指して共に作り上げ、成功を喜び合う充実感と共に、私たちが何より

大切にしたいのは、日常の中で多くの大人が気軽に学校を訪れ、子どもたちと関わってくださ

ることです。大人が生き生きと活動する姿を見せることこそが、子どもたちにとって何よりの

学びとなります。活動を「負担」ではなく、大人自身が「楽しむ」こと。その前向きな姿に、私

たち教職員も多くの元気をいただいています。 

今後も、様々な方法でつながりを広げつつ、楽しみながら「できること」を積み重ね、11年

目からの活動がさらに充実したものになるよう、引き続きよろしくお願いいたします。 

チャレンジクラブ
講師や友との関わりを通して

興味・関心を広げる 

みんなに見てほしいな！ 
自分からすすんで 

地域の行事とコラボ♪ 
すてきなランタンをつくりたい！ 

大きく育ったね！ 
高校生と一緒に大根を収穫 

日々の教育活動の充実 

初めての裁縫の授業も安心 楽しみな朝の読み聞かせ 

PTAと樹木の剪定   児童玄関に正月飾り  こいのぼりと 1年生 

学びを支える環境整備 

志学館高校との交流 
高校生の栽培技術に学ぶ 

のびしろステージ 
地域のみなさんもいっしょに 

めだか池復活大作戦 
願いにむけて 

友と共に 大人と共に 

「この池で、メダカが泳ぐところを見たい！」
子どもたちと大人たちの願いが現実に 
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塩
尻
市
立
桔
梗
小
学
校

 
地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
２
０
２
５

 

発
信
す
る

 

参
加
し
て
も
ら
う

協
働

 
育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
領
域
〉

 
学
校
・
子
ど
も
・
地
域
・
家
庭
で
の
取
組
み

 

自
律
性
を
育
む

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

創
造
力
を
育
む

 

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 

探
究
力
を
育
む

 

内
省
的
思
考
を
育
む

 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の

関
係
の
中
で
、
よ
り
よ
さ
を
追
究

し
、
自
分
で
行
動
す
る
力
。
 

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を

続
け
る
中
で
自
己
理
解
・
他
者
理

解
を
す
る
力
。
 

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の

や
価
値
を
創
り
出
す
力
。
 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が

ら
、
対
象
が
も
つ
文
脈
や
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
力
。
 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く

力
。
 

自
分
の
考
え
や
行
動
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
あ
り
方

を
考
え
る
力
。
 

寺
子
屋
行
事
と
し
て
の
「
キ
ッ
ズ
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
中
心
に
し
て
、
地
域
に
関
す
る
様
々
な
学
習
や
活
動
に
つ
な
げ
、
自
分
た
ち
が
描
く
「
よ
り
良
い
地
域
」
に
す
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

る
（
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
な
ぐ
）

 

【学
校
教
育
目
標
】 

 
心
豊
か
で

 
た
く
ま
し
い
子
ど
も

 

地 域 防 災

新
体
育
館

 

日
の
出
保
育
園

 

高
出
保
育
園

 

塩
尻
志
学
館
高
校

 

東
京
都
市
大
塩
尻

 

地
域
の
食
堂

 

レ
ス
ト
ラ
ン

 

地
区
公
民
館

 

キ ッ ズ お 仕 事 チ ャ レ ン ジ

地 域 に 関 わ る 活 動 （ 生 活 科 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 通 し て ） 

・
地
域
の
遊
び
場
マ
ッ
プ

 

・
地
域
の
自
慢
マ
ッ
プ

 

・
危
険
個
所
マ
ッ
プ

 

・
地
域
の
お
知
ら
せ
マ
ッ
プ

 

・
地
域
の
歴
史
マ
ッ
プ

 

・
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ

 

・
校
区
合
同

C
S
交
流
会

 

マ
ッ
プ
作
り

・
約
２
０
講
座

 

・
ユ
メ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

・
あ
い
さ
つ
運
動

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

 

・
桔
梗
小
祭
り

 

・
各
委
員
会
活
動

 

・
地
区
こ
ど
も
会

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

信
濃
毎
日
新
聞

 

市
民
タ
イ
ム
ス

 

・
P

T
A
作
業

 

・
広
報
誌
発
行

 

（
し
ん
ば
る
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）

 

・
講
演
会

 

・
寺
子
屋
書
道
教
室

 

・
地
区
別
文
化
祭

 

・
地
区
別
・
地
区
公
民
館
清
掃

 

・
夏
休
み
・
春
休
み
学
習
広
場

 
広
陵
中
学
校

 

・
お
年
寄
り
と
の
交
流
（
１
年
）

 

・
地
域
散
策
（
２
年
）

 

・
市
の
働
き
～
消
防
・
警
察
～
（
３
年
）

 

・
環
境
（
４
年
）

 

・
保
育
園
交
流
（
５
年
）

 

・
地
域
防
災
（
６
年
）

 

・
地
域
の
歴
史
（
６
年
）

 

・
広
陵
中
と
の
交
流

 

・
高
校
生
と
の
交
流
（
野
菜
作
り
）

 

・
地
域
学
習
（
ぶ
ど
う
作
り
）

 

地
域
学
習

 

児
童
会
活
動

 

地
域
公
民
館

 

P
T
A
事
業

 

校
区
の
地
域
施
設

 

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園

 

塩
尻
児
童
館

 

連 携 ・ 協 働 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

学
校
運
営
協
議
会
・地
域
教
育
協
議
会
（学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

 

〈
知
〉
ね
ば
り
づ
よ
く
求
め
る
子

 

〈
体
〉
体
を
き
た
え

 
よ
く
働
く
子

 

〈
徳
〉
素
直
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
子

 

〈
善
〉
正
し
く
判
断
し

 
人
の
た
め
に
つ
く
す
子

 

重
点
目
標

 

「
自
分
か
ら
す
す
ん
で
」

 

自
分
で
考
え
て

 
決
め
て

 
動
く

 
き
き
ょ
う
の
子

 

・
の
び
し
ろ
ス
テ
ー
ジ

 

・
の
び
し
ろ
ノ
ー
ト

 

・
の
び
し
ろ
作
品
展

 

の
び
し
ろ
ス
テ
ー
ジ
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定
表

各
支
援
部
の
垣
根
を
こ
え
、
で
き
る
時
に
・
で
き
る
事
を
・
つ
な
げ
・
続
け
て
い
く
活
動
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
（
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
）
は
、
子
ど
も
達
が
小
学

校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て

記
入
し
、
記
録
を
保
管
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
。

 

書
き
方
や
使
い
方
は
各
学
校
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

教
材
に
近
い
形
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ポ
ー
ト
の
特
徴
は
小
学
校
で
終
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
小
学
校
か
ら

高
等
学
校
ま
で
継
続
し
て
使
う
こ
と
で
振
り
返
り
と
将
来
の
見
通
し

＝
つ
ま
り
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

４
月

 
５
月

 
６
月

 
７
月

 
８
月

 
９
月

 
1

0
月

 
1

1
月

 
1

2
月

 
１
月

 
２
月

 
３
月

 

学
校
運
営
協
議
会

 

地
域
教
育
協
議
会

 

学
運
協
①

 
地
教
協
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

紹
介
式

 

学
運
協
②

 
（
校
区
合
同
）

 
学
運
協
③

 
学
運
協
④

 
地
教
協
②

 
コ
ミ
ス
ク
フ
ェ
ス
タ

（
感
謝
の
会
）

 

学
習
・
部
活
動

 
算
数
指
導（

時
計
・
分
度

器
）

 

社
会
見
学
付
添

 

（
体
力
テ
ス
ト
補
助
）

 

相
撲
指
導
②

 

（
陸
上
技
能
指
導
）

（
鉄
棒
指
導
）

 

手
縫

い

ミ
シ
ン
指
導

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
補
助

 
相
撲
指
導
②

 

書
写
指
導

 

相
撲
指
導
②

 

（
鉄
棒
指
導
）

 

遠
足
引
率

 

ス
ケ
ー
ト
教
室
靴

紐
縛
り

 

九
九
聞
き
取
り

 

書
写
指
導

 

（
版
画
指
導
）

 

（
理
科
実
験
補
助
）

 

昔
の
遊
び

 
調
理
補
助

 

キ
ャ
リ
ア
教
育

栽
培

 

(野
菜

,ブ
ド
ウ

,米
) 

花
壇
づ
く
り

 

キ
ッ
ズ
お
仕
事

 
チ
ャ
レ
ン
ジ

地
区
祭
り

 

特
別
支
援
教
育

 
野
菜
栽
培

 
野
菜
販
売

 
制
作
販
売

 

読
書
活
動

 
図
書
館
作
業

 
読
み
聞
か
せ
①

お
は
な
し
会
①

 
読
み
聞
か
せ
②

 
読
み
聞
か
せ
③

お
は
な
し
会
②

 
読
み
聞
か
せ
④

 
図
書
館
整
備

 

安
心
安
全

 

登
下
校
見
守
り

 

１
年
下
校
見
守
り
 

交
通
安
全
教
室
補
助
 

通
学
路
安
全
点
検

 

プ
ー
ル
監
視
補
助

 

（
交
番
署
長
講
話
）
 
雪
か
き

 

施
設
環
境

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
①

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
②

 
雪
か
き

 

広
報
デ
ザ
イ
ン

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
 

S
N

S
更
新

 
キ
ッ
ズ
お
仕
事

 
チ
ャ
レ
ン
ジ

き
き
ょ
う
っ
子
通

信
 

き
き
ょ
う
っ
子

通
信

 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
、 

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か

 

知
識
・
技
能

 

何
を
理
解
し
て
い
る
か

 

何
が
で
き
る
か

 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

 

理
解
し
て
い
る
こ
と

 

で
き
る
こ
と
を
、
ど
う
使
う
か

 

創
造
力
・
論
理
的
思
考
力

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
創
造
力
・

 

論
理
的
思
考
力

自
律
性
・
内
省
的
思
考
力

 

新
学
習
指
導
要
領

 
育
み
た
い
「
資
質
・
能
力
」
の
３
つ
の
柱
（
文
部
科
学
省
） 

一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 
桔
梗
小
学
校

(5
2
-3

9
7
7
)ま
で
ご
連
絡
を
。

 

探
究
力

 

本
年
度
も
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
と
共
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
）
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
全
体
活
動
が
可
能
な
お
願
い
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
皆
様
に
呼
び
か
け
・
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、 

今
ま
で
同
様
、
で
き
る
と
き
に
・
で
き
る
人
が
・
で
き
る
こ
と
楽
し
く
協
働
・
参
加
で
き
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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歴史と伝統を土台に つながりを育む 

広丘小学校コミュニティ・スクール 

地域の「宝」～短歌～ 
「全校短歌の時間」「短歌掲示板」 

「短歌の日」「みてある記」 
つながるの「心」～奨善会～ 

「新校訓」の教え 公事の心 

2025年の重点 

「あいさつ」「公事」と「伝え合い」自分を伸ばす私たち 

短歌の里「広丘めぐり」「みてある記」 

…地域に「誇り」を感じる子どもたち 

広丘めぐり 

み
て
あ
る
記

短歌館協力会の皆様か
ら、短歌の里広丘の史跡に
ついて説明していただいて
います。 
子どもたちはその説明を
もとに地域への理解を深
め、同時に地域への誇りを
醸成しています。 

六
年
生
が
「
短
歌
の
里
広
丘
」
を
地
域
の

皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も

学
び
や
理
解
を
深
め
た
地
域
の
宝
に
つ
い

て
説
明
し
、
や
り
遂
げ
た
充
実
感
も
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

広丘小学校は、明治 22年広丘村の成立に伴
い広丘尋常小学校として発足して以来、 
130年以上の歴史を重ねてきました。 
学校にも地域にも確かな伝統が 
受け継がれています。 
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合同コミュニティ・スクール研修会や広丘めぐり等の活動にお
いて地域の方々からこの広丘について説明していただけること
は、学校職員にとっても地域を知ることのできる貴重な機会とな
っています。子どもたちも、地域の方に学校職員とは違った視点
で励ましていただいたり、温かくほめていただいたりしながら活動
を行い、人とつながりを通して、学ぶ喜びを体感しています。 
さらに、児童と、ボランティアさんと、学校とが、互いに高め

合い、楽しみ合い、無理なく継続できる活動を展開し、地域ボラ
ンティアさんと共に歩む学校づくりに努めていきます。

ボランティアの皆様に支えられた栽培活動や学習活動 

…人とのつながりを通して、学ぶ「楽しさ」を会得する子どもたち 

クラブ活動

…活動に没頭しながら、「憧れ」を抱く子どもたち 

百人一首クラブ 

昔のくらしクラブ 

リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ 

放
送
ク
ラ
ブ

ぶ
ど
う
栽
培

こんにゃく芋栽培 

米作り 

九
九
先
生 

な
か
な
か
生
活
の
中
で
は
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
九
九
の
習
熟
や
家
庭
科
学

習
の
補
助
な
ど
に
手
を
貸
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
手
厚
い
指
導
が

実
現
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
十
二
の
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ

れ
、
そ
の
多
く
で
地
域
の
皆
様
に
講

師
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
お
招

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
の
め
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
の
良

さ
や
技
を
持
つ
講
師
の
皆
様
に
対
し

て
憧
れ
を
抱
い 

て
い
ま
す
。 
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塩
尻
市
立
広
丘
小
学
校

 
地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
2
0
2
5
 

 
 
 

育 み た い 資 質 ・ 能 力

〈 領 域 〉 

学
校
・
子
ど
も
の
取
組
み

 
地
域
・
家
庭
の
取
組
み

自
律
性
を
育
む

 

他
者
（
も
の
・
こ

と
・
人
）
と
の
関

係
の
中
で
、
よ
り

よ
さ
を
追
究
し
、

自
分
で
行
動
す

る
力
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
む

 

自
分
と
相
手
と
の
や
り

と
り
を
続
け
る
中
で
自

己
理
解
・
他
者
理
解
を

す
る
力
。

創
造
力

を
育
む

 

自
分
に
と

っ
て
初
め

て
の
も
の

や
価
値
を

創
り
出
す

力
。
 

論
理
的
思
考
力

を
育
む

 
 

知
識
や
情
報
を

生
か
し
な
が

ら
、
対
象
が
も

つ
文
脈
や
構
造

を
明
ら
か
に
す

る
力
。
 

探
究
力

を
育
む

 

物
事
の

本
質
を

探
っ
て

い
く
力
。
 

内
省
的
思
考

を
育
む

 

自
分
の
考
え

や
行
動
を
振

り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
自
分

の
あ
り
方
を

考
え
る
力
。
 

学 校 目 標 正 し く 強 く 美 し く 

３ つ を め ざ し 、 伸 び よ う と す る 広 丘 の 子 ど も ～ つ た え る ・ つ づ け る ・ つ な が る ～

連
携
・
協
働
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動

 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

学
習
支
援
部
（
家
庭
科
学
習
・
九
九
な
ど
）

 

安
心
安
全
支
援
部
（
登
下
校
の
見
守
り
）

 

施
設
環
境
支
援
部
（

P
T
A
作
業
）

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
部
（
ク
ラ
ブ
活
動
）

 

読
書
活
動
支
援
部
（
読
み
聞
か
せ
な
ど
）

 

部
活
動
支
援
部
（
部
活
動
）

 

特
別
支
援
活
動
支
援
部

 

１
年

 
 

学
校
探
検

 
保
育
園
交
流

 
６
年
生
と
の
交
流

 
わ
た
し
た
ち
の
１
年
間

 
 

生
活
科
遠
足

 
季
節
の
遊
び
を
し
よ
う

 

２
年

 
乗
り
物
遠
足

 
 

 
 

 
 
九
九
先
生

 
 

大
き
く
育
て
「
あ
や
み
ど
り

(大
豆

)」
「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
」

 

わ
た
し
た
ち
が
住
む
町
（
広
丘
商
店
街
・
え
ん
て
ら
す
）

 
 

大
き
く
な
っ
た
わ
た
し

 

歯
科
大
生
に
よ
る
歯
科
指
導

 

３
年

 
 

 
 

 
ぶ
ど
う
栽
培

(ブ
ド
ウ
農
家
交
流

) 
 

 
 

 
 

消
防
署
・
市
役
所
・
短
歌
館
見
学

 

広
丘
た
ん
け
ん
（
わ
た
し
た
ち
の
塩
尻
市
）

 
 

 
ぶ
ど
う
栽
培

 

商
店
街
・
お
店
・
市
場
の
ひ
み
つ

 
 

 
昔
の
く
ら
し

 

４
年

 
 

 
 

 
 

 
こ
ま
く
さ
野
村
（
施
設
交
流
）

 
環
境

IS
O
活
動

 

 
 

浄
水
場
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
長
野
見
学

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良
井
宿
見
学
・
見
学
新
聞
作
り

 

５
年

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保
育
園
交
流

 

 
喫
煙
防
止
指
導

 
歯
科
大
生
に
よ
る
歯
科
指
導

 

 
 

 
 

 
 

 
工
場
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）
見
学

 

６
年

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
み
て
あ
る
記

 
１
年
生
と
の
交
流

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

薬
物
乱
用
防
止
指
導

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

短
歌
学
習

 

(短
歌
館
・
公
園
・
歌
碑
・
駅
・
商
店
街
・
牛
屋
・
生
家

) 

奨
善
会

 
代
表
生
活
・
短
歌
新
聞
・
放
送
・

 

図
書
・
運
動
・
保
健
・
環
境
・
給
食
・

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
清
掃
・
マ
ー
ク

 

あ
い
さ
つ
運
動

 
 

ベ
ル
マ
ー
ク
・
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
シ
ー
ル
集
め

 

手
話
集
会
・
施
設
訪
問
・
異
年
齢
交
流

 

給
食
感
謝
し
て
食
べ
る
呼
び
か
け

 

→
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
げ
よ
う

Ｐ
Ｔ
Ａ

 
奨
善
塾

 
学
習
、
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

地
域

 
ク
ラ
ブ
活
動
講
師

 

短 歌 ： 短 歌 づ く り や 、 作 品 の 鑑 賞 

短 歌 の 日 ・ 短 歌 集 ・ 短 歌 ノ ー ト 

一 人 一 人 の キ ャ リ ア･ パ ス ポ ー ト に つ な げ る 

地
域

 

中
核
施
設

 

え
ん
て
ら
す
・
塩
尻
短
歌
館

 

地
域
公
民
館

 

学
校
・
家
庭
で
は
教
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
・
つ
な
げ
て
い
く

 

地
域
文
化
祭
・
夏
祭
り
・
広
丘
音
楽
祭
・
宿
題
お
助
け
隊

 

も
の
づ
く
り
講
座
・
星
空
を
見
る
会
・
登
下
校
の
見
守
り

 

平
和
教
育

 あ
い
さ
つ
・
早
寝
・
早
起
き

 

朝
ご
は
ん
読
書
・
健
康
観
察

 

こ
れ
ら
日
常
の
取
り
組
み
を
通
し
て

 

家
庭

 

地 域 で 学 ぶ ・ 地 域 に 学 ぶ ・ 地 域 と 学 ぶ ・ 地 域 に 返 す 

キ
ラ

 

キ
ラ

C
a
fé
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学
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0

月
1
1
月

1
2

月
1
月

2
月

3
月

1
年

給
食

読
み

聞
か

せ
(読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

鍵
盤

ハ
ー

モ
ニ

カ
教

室
(外

部
講

師
）

短
歌

教
室

(学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
水

泳
見

守
り

(ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)

生
活

科
遠

足
(見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
マ

ラ
ソ

ン
記

録
会

(見
守

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

コ
ミ

ス
ク

・
フ

ェ
ス

タ

ス
ケ

ー
ト

教
室

(安
全

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
お

正
月

の
遊

び
・
昔

の
遊

び
（
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

２
年

体
力

テ
ス

ト
(学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

わ
た

し
た

ち
の

す
む

町
(地

域
教

材
)

短
歌

づ
く

り
(外

部
講

師
)

音
楽

会
に

向
け

て
 (

外
部

講
師

)

こ
と

ば
の

か
た

ち
 (

外
部

講
師

)
六

歳
臼

歯
を

み
が

こ
う

(外
部

講
師

)
乗

り
物

遠
足

(学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)

マ
ラ

ソ
ン

記
録

会
(学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

ス
ケ

ー
ト

教
室

(学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
九

九
教

室
(学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

こ
ん

に
ゃ

く
芋

か
ら

こ
ん

に
ゃ

く
を

作
ろ

う
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

ぼ
く

わ
た

し
の

誕
生

 (
外

部
講

師
)

大
豆

か
ら

豆
腐

を
作

ろ
う

（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

社
会

：
広

丘
た

ん
け

ん
（
外

部
講

師
）

書
写

：
初

め
て

の
習

字
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

総
合

：
ぶ

ど
う

栽
培

(地
域

講
師

)
体

育
：
泳

ぎ
方

（
外

部
講

師
）

社
会

：
店

で
は

た
ら

く
人

学
活

：
情

報
モ

ラ
ル

（
外

部
講

師
）

社
会

：
塩

尻
消

防
署

「
見

学
（
地

域
教

材
）

書
写

：
書

き
初

め
教

室
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

保
健

：
い

の
ち

の
教

室
（
外

部
講

師
）

社
会

：
短

歌
館

見
学

（
地

域
教

材
）

社
会

：
市

役
所

見
学

（
地

域
教

材
）

総
合

：
畑

活
動

(農
協

)
広

丘
デ

リ
シ

ア
見

学
（
地

域
教

材
）

コ
ミ

ス
ク

・
フ

ェ
ス

タ

人
々

の
く

ら
し

の
う

つ
り

か
わ

り
（
外

部
講

師
）

音
楽

：
リ

コ
ー

ダ
ー

教
室

(外
部

講
師

)
社

会
：
塩

尻
消

防
署

見
学

（
地

域
教

材
）

消
防

団
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

図
工

：
ト

ン
ト

ン
く

ぎ
う

ち
名

人 （
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

4
年

社
会

：
善

光
寺

の
話

  
 (

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
社

会
：
長

野
見

学
 (

地
域

教
材

)
第

１
回

こ
ま

く
さ

野
村

交
流

計
画

第
１
回

こ
ま

く
さ

野
村

交
流

計
画

第
１
回

  
こ

ま
く

さ
野

村
  

交
流

会
第

１
回

  
交

流
会

  
反

省

第
２

回
こ

ま
く

さ
野

村
交

流
計

画
第

２
回

こ
ま

く
さ

野
村

交
流

計
画

コ
ミ

ス
ク

・
フ

ェ
ス

タ

第
２

回
 こ

ま
く

さ
野

村
交

流
会

第
２

回
  

交
流

会
反

省

家
庭

科
：
初

め
て

の
裁

縫
(学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

家
庭

科
：
初

め
て

の
裁

縫
(学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

家
庭

科
：
初

め
て

の
ミ

シ
ン

(学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
家

庭
科

：
初

め
て

の
ミ

シ
ン

(学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
マ

ラ
ソ

ン
記

録
会

（
見

守
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
喫

煙
防

止
教

室
（
外

部
講

師
）

ク
ラ

ブ
講

師
コ

ミ
ス

ク
・
フ

ェ
ス

タ

エ
プ

ソ
ン

見
学

6
年

総
合

：
広

丘
め

ぐ
り

（
外

部
講

師
）

総
合

：
み

て
あ

る
記

 (
外

部
講

師
)

総
合

：
み

て
あ

る
記

 (
交

流
)

コ
ミ

ス
ク

・
フ

ェ
ス

タ

保
健

：
い

の
ち

の
教

室
（
外

部
講

師
）

社
会

：
平

和
学

習
 (

外
部

講
師

)

特
別

支
援

田
ん

ぼ
土

づ
く

り
・
畑

苗
植

え （
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

田
植

え
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

稲
刈

り
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

脱
穀

（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

三
九

郎
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

田
ん

ぼ
畑

ま
と

め
の

会
（
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

学
校

運
営

協
議

会
地

域
教

育
協

議
会

就
学

時
検

査
（
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

来
入

児
検

診
（
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

学
校

運
営

協
議

会
１
日

入
学

（
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

広 丘 公 民 館

短 歌 館

各 地 区 公 民 館

木
工

広
場

(野
村

)
夏

休
み

ｻ
ﾏ
ｰ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ

宿
題

お
助

け
星

空
観

察
ロ

ボ
コ

ン
平

和
学

習
サ

イ
エ

ン
ス

ラ
ボ

灯
ろ

う
短

歌

ガ
ン

プ
ラ

広
場

（
野

村
）

各
地

区
文

化
祭

出
展

広
丘

音
楽

祭
出

演
子

ど
も

権
学

習
(郷

原
)

三
九

郎
（
各

地
区

）

通
年

活
動

合
同

C
S

交
流

会

○
朝

・
給

食
時

の
読

み
聞

か
せ

（
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

○
登

下
校

の
見

守
り

(安
全

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
○

学
校

の
環

境
整

備
（
環

境
整

備
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

〇
広

小
キ

ラ
キ

ラ
C

a
f
é

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
児

童
）

5
年

学
校

運
営

協
議

会
地

域
教

育
協

議
会

奨
善

会
総

会
参

観

令
和

７
年

度
  

広
丘

小
学

校
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

・
ス

ク
ー

ル
年

間
計

画

総
合

：
ぶ

ど
う

の
育

て
方

（
外

部
講

師
）

3
年
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学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 

塩
尻
市
立
広
陵
中
学
校

 
地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
２
０
２
５

 

 

育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
領
域
〉 

学 校 ・ 生 徒 ・ 地 域 ・ 家 庭 で の 取 組 み 

自
律
性
を
育
む

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

創
造
力
を
育
む

 

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 

探
究
力
を
育
む

 

内
省
的
思
考
を
育
む

 

他
者
（
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
）
と
の
関

係
の
中
で
、
よ
り
よ
さ
を
追
究
し
、
自

分
の
姿
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を
続
け

る
中
で
自
己
理
解
・
他
者
理
解
を
進
め

自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の
や
価
値

を
創
り
出
し
、
自
分
の
心
と
語
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
象

が
も
つ
文
脈
や
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く
力
。
自
分

の
心
と
語
り
、
自
分
の
姿
と
言
葉
で
道

を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

自
分
の
考
え
や
行
動
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
自
分
の

心
と
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

地 域 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 地 域 学 習  

総 合 的 な 学 習 ス テ ッ プ ア ッ プ 

カ リ ヨ ン タ イ ム

陵 風 タ イ ム

生 徒 会 活 動  
あ い さ つ ・ 歌 声 ・ 清 掃 

◎
人
権
福
祉
学
習

 

・
公
民
館
活
動
と
の
連
携
協
力

 

◎
保
育
学
習

 

・
広
丘
南
保
育
園
と
の
連
携

 

◎
地
域
参
画
活
動

・
ゴ
ミ
拾
い
登
校

・
C

o
n
n
e
c
t 
w

ith
 lo

c
a
l

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

◎
部
活
動
地
域
移
行
（
展
開
）

 

◎
職
場
体
験
学
習

 

◎
地
域
貢
献

 

・
C

o
n
n
e
c
t 
w

ith
 lo

c
a
l

・
生
徒
の
作
品
の
出
展

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

社
協
、
活
動
団
体
と
の
連
携
・

栽
培
し
た
ぶ
ど
う
提
供

・
ゴ
ミ
拾
い
登
校

・
地
域
行
事
へ
協
力

◎
学
習
支
援

 

・
公
民
館
活
動
へ
の
協
力

 

◎
カ
リ
ヨ
ン
タ
イ
ム
の
発
表

 

（
学
習
の
成
果
を
地
域
で
）

 

◎
キ
ャ
リ
ア
学
習

・
カ
リ
ヨ
ン
タ
イ
ム

 

・
マ
ナ
ー
講
座

 

・
職
場
体
験
学
習

 

・
職
業
調
べ

 

・
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
作
成

 

・
保
小
中
高
連
携

 

学
校
運
営
協
議
会
・
地
域
教
育
協
議
会
・

P
T

A
組
織
・
地
域
公
民
館
・
地
域
自
治
会

 
（
組
織
間
の
連
携
強
化
）

 

◎
部
活
動

・
運
動
部

(1
0
)

・
文
化
部

(４
)

・
社
会
体
育

 

◎
特
別
支
援
教
育

・
7
，

8
，

9
組
の
活
動

 

・
日
本
語
教
室
の
活
動

…
 

陵 風 祭  

登 下 校 ・ 校 内 ・ 家 庭 で の あ い さ つ 、 無 言 清 掃 ・ 委 員 会 活 動 等 、 こ れ ま で の 活 動 に 加 え 、 多 様 な 人 と の 地 域 交 流 ・ ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 を 通 じ て 自 分 を 知 り 、 地 域 を 知 り 、 そ の 過 程 で の つ な が り を 通 じ 、 キ ャ リ ア パ ス ポ ー ト （ 自 分 を 語 る た め の 成 長 の 記 録 ＝

自 分 史 ） を 活 用 し な が ら 、 個 々 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む 。 

協
 
働

 
活

 
動

 

◎
安
心
・
安
全

 

・
交
通
安
全
教
室

 

・
あ
い
さ
つ
運
動

 

・
見
守
り
・
声
か
け

 

◎
学
習
支
援

 

・
カ
リ
ヨ
ン
タ
イ
ム
講
師

 

・
放
課
後
学
習
支
援

 

・
家
庭
科
実
習

 

・
農
業
支
援

 

（
ぶ
ど
う
・
え
ご
ま

 

・
か
ぼ
ち
ゃ
等
）

 

・
IC

T
学
習

 

・
不
登
校
生
徒
へ
の
多
様
な
支
援

 

◎
環
境
整
備

 

・
資
源
物
回
収

 

・
P

T
A
作
業

 

・
絆
の
庭
の
整
備

 

・
記
念
樹
整
備

 

◎
読
書
活
動

 

・
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

・
読
み
聞
か
せ

 

◎
部
活
動
地
域
移
行
（
展
開
）

 

◎
地
域
啓
発
・
活
用
・
支
援
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４
月

 
５
月

 
６
月

 
７
月

 
８
月

 
９
月

 
１
０
月

 
１
１
月

 
１
２
月

 
１
月

 
２
月

 
３
月

 

学
校
行
事

 
入
学
式

 

交
通
安
全
教
室

 

第
２
回
学
校
公
開

 
陵
風
祭

 
第
３
回
学
校
公
開

 
第
４
回
学
校
公
開

 
卒
業
式

 

会
議
等

 
C

S
懇
談
会
①

 

学
校
運
営
協
議
会
①

 

地
域
教
育
協
議
会
①

 

C
S
懇
談
会
②

 
学
区
合
同

C
S
懇
談

会
③
（
広
陵
中
）

 

校
区
合
同
研
修
会

 

（
本
校
会
場

 

＋
オ
ン
ラ
イ
ン
）

 

C
S
懇
談
会
④

 
C

S
懇
談
会
⑤

 
C

S
懇
談
会
⑥

 
学
校
運
営
協
議
会
③

 
C

S
懇
談
会
⑦

 
学
校
運
営
協
議
会
④

 

地
域
教
育
協
議
会
②

 

C
S
懇
談
会
⑧

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
活
動

 

登
下
校
見
守
り
支
援

 

環
境
整
備
支
援

 

農
業
支
援

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

式
 

ぶ
ど
う
栽
培
支
援

 

総
合
的
な
学
習
等

 

ぶ
ど
う
栽
培
支
援

 

生
徒
会
活
動

 

読
み
聞
か
せ

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

読
み
聞
か
せ

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

郷
原
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
交
流

 

P
T

A
活
動
等

 
P
T

A
バ
ザ
ー

 

（
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
）

 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等

堅
石
地
区
文
化
祭

 
広
丘
地
区
文
化
祭

 

令
和
７
年
度

 
広
陵
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
年
間
活
動
計
画
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片丘小学校コミュニティ・スクール 

地域の方との学び 

① ②  ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

ヒラタケの駒うち（①）、せせらぎ清掃（②）・焼きトウモロコシ・もち米栽培（③④）は学

校支援ボランティアの皆さん、ささら踊り（⑤）・東雲太鼓（⑥）・フラワーボトル作り（⑦）

は各保存会の皆さんに教えていただきながら取り組みました。夏休み中 8月 21日には「つなが

ろう片丘実行委員会」による中庭夏祭りが行われました。保護者も一緒に飯盒炊さんをしたり、

公民館との共催で水遊びをしたりしました。（⑧） 

また、クラブデー（⑨）では、様々な分野について秀でた方を地域からお呼びし、地域の特

色である自然や、文化、人などから学ぶことができました。 

                  

読書活動 

読み聞かせボランティア（⑩）

や、おひさまの会（⑪）の皆さ

んによる読み聞かせでは、様々

な本との出会いがありました。 

⑩ ⑪ 
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地域への発信・地域との交流 「つながろう片丘 開校記念の日」 
⑫              ⑬              ⑭   

⑮  ⑯ ⑰ 

⑱   ⑲  ⑳ 

「つながろう片丘 開校記念の日」（１０月１１日）の中で、各学級で取り組んできた学習活動

について発表する機会を設けました。１年生はアサガオの栽培、２年生はウサギの飼育、３年生

は保存会の方々に教わった「ささら踊り」（⑫）４年生も保存会の方々に教わった「東雲太鼓」（⑬）、

５年生は畑ボランティアの方々に教わった米作り（⑭）、６年生は保存会の方々に教わったカタオ

カザクラと綿の栽培について（⑮）、児童・保護者に加え地域の方々に向けて発表しました。閉会

式では参集したみなさん全員で校歌大合唱を行いました。（⑯）午後は地域の方々の協力を得て、

「家族で楽しむブース」を設置することができました。（⑰⑱⑲）また片丘公民館主催の「夕やけ

の丘コンサート」も同日開催していただき、多くの方々に来校していただけました。（⑳） 

地域と学校が、より一つにつながる催しとして位置付けていきたいと考えています。 

＜成果＞学習発表では児童・保護者に加え地域の方（未就学児や高齢者等）も想定し、昨年度より

もわかりやすく伝えるための方策（紙芝居や体験コーナー等）を工夫する姿が見られた。 

上級生の発表に触れ、進級した際の活動に憧れや見通しを持つ姿が見られた。 

卒業生（中学生に加え高校生も）の参加があり、つながりが広まった。 

保存会の方々が児童の姿を見て感動し、活動が活発になったとの話を聞くことができた。 

＜課題＞支援ボランティアの募集。 

＜来年度に向けて＞「つながろう片丘」を合言葉に中庭夏祭り・開校記念の日の開催や公民館等と

の連携を継続し、地域にとって学校がより身近で来校しやすい環境を構築していく。 
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★
片
丘
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
作
っ
た
お
米
の
一
部

を
提
供

 

地
域
の
高
齢
者
に

 

お
弁
当
を
配
布

 

塩
尻
市
立
片
丘
小
学
校

地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
２
０
２
５

育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
市
内
共
通
〉

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
（
生
徒
・
学
校
・
地
域
・
保
護
者
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
家
庭
）

自
律
性
を
育
む

 
〈
自

 律
〉
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

 
〈
こ
と
ば
〉

創
造
力
を
育
む

 
〈
創

 造
〉
 

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 
〈
論
理
〉
 

探
究
力
を
育
む

 
〈
探

 究
〉
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
係
の
中
で
、

よ
り
よ
さ
を
追
究
し
、
自
分
で
行
動
す
る
力
。
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
自
分
自
身
の
あ
り
方
を
問
い
な
が
ら
、
自

分
の
行
動
を
よ
り
よ
く
つ
く
る
姿
。
 

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を
続
け
る
中
で
自

己
理
解
・
他
者
理
解
を
す
る
力
。

子
ど
も
が
、
こ
と
ば
を
用
い
て
他
者
（
も
の
・

こ
と
・
人
）
と
適
切
に
伝
え
合
う
姿
。

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の
や
価
値
を
創
り

出
す
力
。
 

知
識
や
経
験
、
技
能
、
感
性
等
を
駆
使
し
て
、

音
楽
表
現
、
造
形
・
絵
画
表
現
、
身
体
表
現
、

発
想
を
す
る
姿
。
 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
象
が
も
つ

文
脈
や
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
既
習
の
知
識
や
経
験
を
用
い
て
、

対
象
が
も
つ
文
脈
を
読
み
解
い
た
り
、
問
題
を

明
ら
か
に
し
た
り
、
道
筋
を
立
て
て
問
題
を
解

決
し
た
り
す
る
姿
。
 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く
力
。
 

子
ど
も
が
、
物
事
の
真
相
・
価
値
・
あ
り
方
に

つ
い
て
、
意
欲
的
・
計
画
的
に
道
筋
を
た
ど
り

明
ら
か
に
す
る
姿
。
 

児
童
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
一
員
と
し
て

の
活
動

〈
第
一
部
〉

 

ふ
る
さ
と
学
習
発
表

会
〈
こ
ど
も
祭
り
〉

 

◎
野
菜
の
栽
培

・
な
す

 
・
ト
マ
ト

 

・
レ
タ
ス

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

 

・
大
根

 
・
大
豆

 

・
さ
つ
ま
い
も

 

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

な
ど

 

◎
東
雲

し
の
の
め

太
鼓

 

・
片
丘
地
区
の
行
事
で
発

表
 ◎
ク
ラ
ブ
デ
ー

・
地
域
の
講
師
か
ら
学
ぶ

 

◎
図
書
館
支
援

・
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

掲
示
物
や
装
飾
活
動
な
ど

の
手
伝
い

 

・
読
み
聞
か
せ

 

◎
か
た
お
か
ざ
く
ら

・
挿
し
木

・
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル

 

◎
地
域
巡
り

・
片
丘
地
区
の
産
業
を
学
ぶ

 

※
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
ワ
イ

ン
醸
造
所
な
ど

◎
歴
史
探
訪

・
片
丘
地
区
の
史
跡
を
巡
り

な
が
ら
地
区
の
歴
史
を
学
ぶ

 

〈 児 童 に と っ て 〉 地 域 と 共 に 活 動 し た り 、 活 動 し た こ と を 地 域 （ 公 民 館 も 含 め

る ） に 積 極 的 に 発 信 し た り し て 地 域 の 一 員 と し て の 自 覚 を 深 め る よ い 機 会 

定
例

 Ｃ
Ｓ
会
議

 

年
４
回

 開
 催

 

※
内
２
回
は
地
域
教
育
協
議
会

総
会
も
兼
ね
る

 

◎
米
作
り

・
片
丘
の
田
を
使
い

 

片
丘
小
の
方
に
学
び
な

 

が
ら

 ◎
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス

・
こ
ど
も
主
体
の
野
菜
の

 

栽
培
活
動

 

片
丘
小
の
方
に
学
び
な

 

が
ら

◎
せ
せ
ら
ぎ
清
掃

・
ビ
オ
ト
ー
プ
の
環
境
整
備

 

◎
丘
っ
子
ま
つ
り

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
等

つ な が ろ う 片 丘 

開 校 記 念 の 日 実
行
委
員
会

 

〈
第
二
部
〉

 

中
庭
活
用
イ
ベ
ン
ト

 

家
族
で
楽
し
む
ブ
ー
ス

 

〈
第
三
部
〉

 

夕
や
け
の
丘

 

コ
ン
サ
ー
ト
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

入
学

式
全

校
参

観
日

全
校

参
観

日
夕

や
け

の
丘

コ
ン

サ
ー

ト
２

・
４

・
６

年
参

観
日

特
支

参
観

日

全
校

参
観

日
ク

ラ
ブ

デ
ー

①
ク

ラ
ブ

デ
ー

②
ク

ラ
ブ

デ
ー

③
２

・４
年

参
観

日
卒

業
式

学
校

運
営

協
議

会
①

夏
休

み
学

校
開

放
片

丘
公

民
館

文
化

祭
学

校
運

営
協

議
会

③
１

・３
・５

年
参

観
日

 学
校

運
営

協
議

会
④

地
域

教
育

協
議

会
②

春
休

み

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
パ

ー
テ

ィ
ー

６
年

参
観

日

冬
休

み
コ

ミ
ス

ク
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
5
 Ｃ

Ｓ
市

民
集

会
２

０
２
５

カ
タ

オ
カ

ザ
ク

ラ
ボ

ト
ル

６
年

ク
ラ

ブ
デ

ー
①

ク
ラ

ブ
デ

ー
②

地
域

探
検

３
年

カ
タ

オ
カ

ザ
ク

ラ
挿

し
木

４
年

東
雲

太
鼓

４
年

さ
さ

ら
踊

り
３

年

金
管

バ
ン

ド
支

援
夕

や
け

の
丘

コ
ン

サ
ー

ト

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
ポ

ッ
プ

コ
ー

ン
作

り

読
書

旬
間

蔵
書

点
検

・
図

書
館

整
備

お
ひ

さ
ま

の
会

お
ぼ

っ
こ

ぼ
っ

こ

登
下

校
見

守
り

片
丘

子
ど

も
見

守
り

隊

せ
せ

ら
ぎ

池
清

掃
2
年

キ
ノ

コ
料

理

き
の

こ
駒

打
ち

１
年

畑
作

り

畑
お

こ
し

、
マ

ル
チ

敷
き

種
ま

き
・苗

植
え

 5
/中

追
肥

・育
成

草
刈

り
  

水
や

り
秋

野
菜

準
備

・
種

ま
き

中
庭

芝
管

理

運
動

会
前

草
刈

り
 5

/
末

焼
き

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

夕
ゆ

う
や

け
丘

コ
ン

サ
ー

ト
前

草
刈

り

米
作

り
代

掻
き

・田
植

え
水

管
理

草
刈

り
稲

刈
り

収
穫

祭

運
動

会
片

付
け

Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業

プ
ー

ル
清

掃
た

て
わ

り
清

掃

児
童

の
 地

域
活

動
案

つ
な

が
ろ

う
片

丘
開

校
記

念
の

日

あ
い

さ
つ

運
動

（
全

校
）
  

プ
ラ

ン
タ

ー
配

り
（
み

ど
り

委
員

会
）
  

社
会

福
祉

協
議

会
へ

お
米

の
寄

付
（
５

年
）
  

塩
嶺

の
家

交
流

（
３

年
）
ゴ

ミ
拾

い
（
全

校
）
  

地
域

の
行

事
へ

の
積

極
的

な
参

加
（
全

校
）
防

災
学

習
（
５

年
）

ア
ル

ミ
缶

回
収

（
清

掃
整

備
委

員
会

）
  

エ
コ

キ
ャ

ッ
プ

運
動

（
代

表
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

）
  

赤
い

羽
根

募
金

（
代

表
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

）

資
源

物
回

収
落

ち
葉

拾
い

た
て

わ
り

清
掃

児
童

会
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業

草
退

治

学
校

環
境

・
農

業
体

験

脱
穀

畑
片

付
け

・
土

作
り

安
心

安
全

あ
り

が
と

う
コ

ン
サ

ー
ト

中
庭

夏
祭

り

音
楽

会

特
支

親
子

調
理

活
動

読
書

活
動

読
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

・
月

２
回

の
読

み
聞

か
せ

地
域

の
方

と
の

学
び

2
0
2
5
年
（
令
和
７
年
度
）
片
丘
小
学
校
支
援
部
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
年
間
計
画
及
び
児
童
活
動
案

行
事

会
合

等

夏
休

み
冬

休
み

地
域

教
育

協
議

会
①

合
同

学
校

運
営

協
議

会
（
各

校
の

会
場

）
②

 C
S

職
員

合
同

研
修

会
(各

校
に

て
学

運
と

合
同

)
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塩尻市立吉田小学校コミュニティ・スクール 
令和 6年度に引き続き、「こども未来プロジェクト」「こどもやすらぎプロジェクト」「学びお助けプロジェク

ト」の 3つのチームに分かれ、みんなで目指す姿『笑顔でつながる吉田っ子』～本気で「聴き合う」仲間になろ

う～の実現に向けて活動に取り組んできました。昨年度の活動から、CSを中心に取り組んでいく事業や

PTAを中心に取り組んでいく事業をさらに考え、より多くの人が参加し活動が充実していくことや地域との

つながりを大切にしています。 

中でも、吉田夏ゼミは吉田地区の諸団体が連携・協働し、夏休みの取組として過ごしています。 

吉田公民館報№７３より 
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学習活動がスムーズに進むよう

に、いろいろな場面で協力をしてい

ただいています。子どもたちの喜び

と共に職員の負担軽減や指導の充

実につながっています。ボランティア

の方々も、子どものためならと率先

して参加いただいていて、とてもあ

りがたいです。今後も、Win-Winの

関係づくりを大切にして活動を進め

ていきます。 

成果：昨年度の活動を基本とし、1つ 1つの活動への取組が充

実したものとなっていた。 

課題：活動を支えていくボランティアをどのように増やしたり引

き継いだりしていくか。より多くの方の参加ができる広報や機

会をどのように設定していくか。 

今後の方向：夏ゼミだけでなく、さらに地域の方と児童が一緒

になって活動する機会を模索していき、地域とのつながりを深

めていけるようなコミュニティ・スクールの活動を考えていく。

また学校を拠点とした地域のつながりが、さらに深めていける

ような取組を考えていきたい。 

昨年度から月 1回開催され

ている子ども食堂「ちごちご

広場」。夏休みは夏ゼミに合

わせて 4日間、お昼の提供

をしていただきました。今年

は季節によってのひと工夫も

あり、子どもたちを含め、地

域ボランティアの方のお力を

いただいております。 

夏ゼミ:エプソン見学 

乗り物遠足付き添い 畑起こし 

交通安全教室見守り指導  

来入児検診補助 

学校運営協議会 

ミシン指導支援
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塩
尻
市
立
吉
田
小
学
校

 
地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
２
０
２
５

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

 

〈
こ
と
ば
〉
 

創
造
力
を
育
む

 

〈
創

 造
〉
 

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を
続
け
る
中

で
自
己
理
解
・
他
者
理
解
を
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
こ
と
ば
を
用
い
て
他
者
（
も

の
・
こ
と
・
人
）
と
適
切
に
伝
え
合
う
姿
。 

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の
や
価
値
を

創
り
出
す
力
。
 

知
識
や
経
験
、
技
能
、
感
性
等
を
駆
使
し

て
、
音
楽
表
現
、
造
形
・
絵
画
表
現
、
身
体

表
現
、
発
想
を
す
る
姿
。
 

育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
領
域
〉

 
学
校
で
の
取
組
み

 
吉
田
の
子
ど
も
の
現
状

 
地
域
で
の
取
組
み

 

自
律
性
を
育
む

 
〈
自

 律
〉
 

８

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 
〈
論
理
〉
 

探
究
力
を
育
む

 

〈
探

 究
〉
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
係
の
中

で
、
よ
り
よ
さ
を
追
究
し
、
自
分
で
行
動
す

る
力
。
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
自
分
自
身
の
あ
り
方
を
問
い
な
が

ら
、
自
分
の
行
動
を
よ
り
よ
く
つ
く
る
姿
。 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
象
が

も
つ
文
脈
や
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
力
。

 

子
ど
も
が
、
既
習
の
知
識
や
経
験
を
用
い

て
、
対
象
が
も
つ
文
脈
を
読
み
解
い
た
り
、

問
題
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
道
筋
を
立
て

て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
姿
。

 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く
力
。
 

子
ど
も
が
、
物
事
の
真
相
・
価
値
・
あ
り

方
に
つ
い
て
、
意
欲
的
・
計
画
的
に
道
筋

を
た
ど
り
明
ら
か
に
す
る
姿
。
 

〇
 「

ね
ら
い
」「

め
り
は
り
」「

み
と
ど
け
」
を

 

 
意
識
し
た
授
業
の
構
造
化

 

〇
 I

C
T
機
器
を
利
用
し
た
視
覚
支
援
や
個
別
最

 

適
化
さ
れ
た
学
び

 

○
児
童
が
問
い
を
も
て
る
導
入
の
工
夫

 

○
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
追
究
の
過
程

 

○
子
ど
も
の
考
え
が
響
き
合
い
、
深
め
合
う

 

対
話
の
創
造

 

○
合
理
的
配
慮
・
環
境
調
整
を
通
し
て
、
ど
の

子
も
学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り

 

＜
活
動
例
＞

 

春
探
し
・
秋
探
し

 

地
域
の
産
業
を
知
る

 飼
育

 

米
作
り
野
菜
作
り
・
収
穫
に
感
謝

 

お
年
寄
り
や
園
児
と
の
交
流

 

ち
ご
ち
ご
の
花
保
護

 

地
域
に
役
立
つ
活
動

 

き
ら
ぽ
か
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く

 

劇
づ
く
り
・
発
表
会

 

吉
田
な
ら
で
は
の
学
校
で
は
で
き
な
い
学
び
を

 

○
吉
田
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
知
る

 

○
吉
田
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
と
つ
な
が
る

 

○
吉
田
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
か
ら
考
え
る

 

○
吉
田
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
の
た
め
に
動
く

 

「
吉
田
Ｃ
Ｓ
ゼ
ミ
」

を
中
心
に

＜
活
動
例
＞

 

よ
う
こ
そ
先
輩

 

田
川
で
の
生
き
物
観
察

 

科
学
実
験

 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

宇
宙
の
仕
組
み
を
考
え
る

 

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
な
ど
企
業
見
学

明
る
く
は
つ
ら
つ
と
し
た

 

素
直
な
子
ど
も
た
ち

 

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
、
交
通

施
設
の
複
雑
化
な
ど
都
市
化
し

て
い
く
地
域

 安
全
面
の
課
題

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
・
情
報
が

あ
ふ
れ
る
社
会

 

自
然
体
験
や
地
域
と
の
関
わ
り
不
足

 

バ
ー
チ
ャ
ル
な
体
験
が
実
体
験

 

以
上
に
身
近
な
も
の
に

 

核
家
族
化
の
進
行

 

生
活
習
慣
上
の
課
題

 

異
年
齢
と
の
交
流
の
不
足

 

心
身
の
健
康
管
理
が
難
し
い

 

運
動
格
差
が
激
し
い

 

学
習
支
援

 
登
下
校
の
見
守
り

 
読
み
聞
か
せ

 体
験

 
交
流

 

参
画

 

吉
田
地
区
の
先
人
の
話
を
聴
く

 

地
域
に
根
ざ
し
た
方
の
講
師

 

エ
プ
ソ
ン
ダ
イ
レ
ク
ト
さ
ん
に
パ
ソ

コ
ン
の
仕
組
み
を
教
え
て
も
ら
お
う

 

丘
中
科
学
部
の
生
徒
が
講
師

 

グ
ル
ー
プ
毎
２
時
間
位
事
業

所
内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う

 

吉
田
地
区
の
歴
史
・
史
跡
等
を
め
ぐ
る

 

吉
田
地
区
の
お
店
や
企
業
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

 

田
川
に
棲
む
生
物
の
観
察

 

松
本
空
港
見
学

 

夏
休
み
の
宿
題
を
や
っ
つ
け
ろ
！

 

空
港
の
色
々
な
お
仕
事
を
知
ろ
う

 

パ
ソ
コ
ン
の
分
解
組
み
立
て

 

星
空
を
観
察
し
よ
う

 

【
め
ざ
す
姿
】

 

多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら

 

自
分
を
よ
り
高
め
て
い
こ
う
と
す
る

 

吉
田
っ
子

 

短
歌
づ
く
り
・
展
示
・
ｺﾝ
ｸｰ
ﾙ 

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（

中
高
学
年
）

 

「
生
活
科
」（

低
学
年
）

 

「
自
立
活
動
」（

特
別
支
援
学
級
）
を
中
心
に

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
伝
統
文
化
や

恒
例
行
事
が
未
体
験

 

短
歌
を
つ
く
ろ
う

 
地
域
の
先
生
に
教
わ
り
、
感
じ
た
こ
と
を

 

短
歌
に
し
よ
う

 自
分
で
取
り
組
も
う
。
わ
か
ら
な

い
ち
こ
ろ
は
上
級
生
に
教
わ
ろ
う

 

３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
る

Ｃ
Ｓ
活
動

 こ ど も 未 来 

プ ロ ジ ェ ク ト 

こ ど も や す ら ぎ 

プ ロ ジ ェ ク ト 
学 び お 助 け 

プ ロ ジ ェ ク ト 
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

定
例
学
運
協
①

定
例
学
運
協
②

定
例
学
運
協
③

定
例
学
運
協
④

Ｃ
Ｓ
懇
①

Ｃ
Ｓ
懇
②

Ｃ
Ｓ
懇
③

Ｃ
Ｓ
懇
④

Ｃ
Ｓ
懇
⑤

Ｃ
Ｓ
懇
⑥

Ｃ
Ｓ
懇
⑦

Ｃ
Ｓ
懇
⑧

生
活
科
学
習
支
援

総
合
的
な
学
習
支
援

1
年
遠
足

校
外
学
習
支
援

２
年
町
め
ぐ
り

２
年
乗
り
物
遠
足

２
年
ス
ケ
ー
ト
教
室

家
庭
科
学
習
支
援

３
年
校
区
め
ぐ
り
裁
縫
指
導

ミ
シ
ン
指
導

田
植
え

企
業
見
学

3
年
社
会
科
見
学
稲
刈
り

し
め
飾
り
づ
く
り

（
エ
プ
ソ
ン
）

４
年
社
会
科
見
学

金
管
バ
ン
ド
部

読
み
聞
か
せ

図
書
館
環
境
整
備

外
回
り

花
壇
整
備

草
刈
り

落
ち
葉
掃
き

お
き
な
草
保
護

登
下
校
見
守
り

交
通
安
全
教
室

発
育
測
定
補
助

内
科
検
診
補
助

来
入
児
検
診
補
助

雪
か
き

＊
調
理
支
援
な
ど

発
表
・
周
知
活
動

夏
ゼ
ミ
支
援
者
募
集

夏
ゼ
ミ
参
加
者
募
集

吉
田
地
区
文
化
祭

実
践
集
制
作

Ｃ
Ｓ
市
民
集
会

運
営
基
盤
整
備

交
通
安
全
教
室

（
自
動
車
学
校
）

避
難
訓
練

（
消
防
署
）

短
歌
の
日

（
短
歌
館
）

登
下
校
見
守
り

（
地
域
）

Ｃ
Ｓ
活
動
予
定
表

定
例
学
校
運
営
協
議
会

Ｃ
Ｓ
懇
談
会
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
会
）

キ
ャ
リ
ア
教
育

課
外
活
動

学
習
支
援

春
探
し

★
「
生
活
科
（
1
，
2
年
）
」
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
3
～
6
年
）
」
は
、
各
学
年
（
学
級
）
か
ら
の
依
頼
を
も
と
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
し
て
随
時
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
状
況
等
で
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

広
報
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名

簿
以
外
も
含
む
外

部
講
師

高
学
年

低
学
年

全
校

秋
探
し

特
別
支
援
教
育

読
書
活
動

施
設
環
境

安
全
安
心

吉
田
夏
ゼ
ミ

令
和
７
年
度

塩
尻
市
立
吉
田
小
学
校

Ｃ
Ｓ
活
動

年
間
計
画
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丘中学校が目指す生徒像  

自律：自分で考え、判断し、行動する丘中生 

尊重：互いのよさを認め合い、高め合う丘中生 

自治：自分たちの力で、自分たちの生活をよりよいものにする丘中生 

地域の活力を 

地域の皆さんから 

いただきながら 

異世代交流の場 CSルーム「松の間」オープン！ 

新設した CSルームは、学びや体験ができる社会貢献サークル Duskの放課後の活動拠点として、また

異世代交流の拠点「松の間」として活用されています。社会貢献サークル Duskは水曜日の放課後に、「松

の間」は不定期でそれぞれオープンします。 

「松の間」は、地域の方が集って小物づくりやおしゃべりなどを楽しむスペースで、すみれルームを利用する

生徒も関心を寄せています。実際に小物づくりやおしゃべりを楽しむ生徒も見られるようになってきました。 

今後、すみれルームを利用する生徒と CSルームを利用する方々との交流により双方のメリットが深まり、

共創共学に向けた豊かな取組が育まれていくことを期待しています。 

校内教育支援センター「すみれルーム」を利用し
ている生徒に多様な他者との関りを提供して、居
場所や学びの場を広げてほしい。 

多様な学びの
場を提供したい 

学校の願い 

・共創共学の視点から、学校敷地内に地域の
方々が集うことのできる居場所をつくりたい。
・校舎内ではなく、ある程度地域で管理でき
る場所に部屋を確保して、放課後なども活
用したい。（社会貢献サークル Dusk）

コミュニティ・スクールの願い

学校との一層の連携を模索する CS 

世代を超えた交
流を提供したい 

学校をより楽し

い場所に感じて
ほしい 

双方のニーズを解決する CSルームの設置 

・昇降口や校舎内を通らずに利用可能
・校内教育支援センターの隣に設置
・倉庫として使っていた部屋を改修（昨年秋）

校舎を通らず利用
ができる位置 

その隣に CSルー
ムを設置

メリット①

社会性が育つ

メリット②

地域の方が身近にいる安心感
がもてる

メリット③

異世代交流を通じて地域の方

と共に学び合える

メリット①

校舎内を通らずアクセスで
きるので活動しやすい

メリット②

学校の日常が見える

メリット③

異世代交流を通じて生徒と

共に学び合える
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「カフェ丘」が来年 10周年！生徒と地域の輪が広がり続けています 

毎週水曜日、生徒たちの笑顔があふれる丘中学校の「カフェ丘」が、来年１０周年を迎えます！

地域の方と生徒が世代を超えて交流する、すっかりおなじみの光景です。 

その活気は学校を飛び出し、３年前には「地域貢献サークル Dusk」も発足。さらに今年は、左の

ページで紹介した新たな交流拠点 CSルーム「松の間」もオープンしました！校内教育支援センター

の隣で、生徒たちと CS（地域）の皆さんの温かい交流が生まれることを願っています。 

カフェ丘から始まった丘中学校 CSの挑戦は、１０年経った今も、進化が止まりません！

吉田夏ゼミに科学部が参加 

楽しい科学実験に子どもたちも興味津々 

丘中学校コミュニティ・スクールは、地域社会と学校との共創共学の精神を基盤に据え、生徒の主体性を引

き出しながら地域への橋渡しをしたり、地域と学校とのつながりを橋渡ししたりなど、学校を核とした地域との

共生を模索し続けています。 

目まぐるしく変化していく社会や急速な生成ＡＩの発達など、私たちを取り巻く環境はまさに予測困難なもの

となりました。また、多様性を包み込むインクルーシブな社会が浸透し、様々な場が学びの場として位置づく時

代です。 

こうした社会の変化に主体的に関っていくことのできる学校づくり、そして地域づくりが急務となっている現

状を見据え、今まさに学校や地域社会に必要とされる役割とは何なのかを常に模索しながら、子どもたちの

笑顔を輪の中心に置き、学校・家庭・地域のより良い連携を目指して丘中学校コミュニティ・スクールを進化

発展させていきたいと考えています。 

つながろう片丘 OBの高校生とコラボし

て風船バレーを楽しみました 

野村夏祭りへの協力 
出逢う笑顔が何よりの報酬です 

えびの子祭りへの協力 
たくさんのちびっ子と触れ合いました 

生徒も大人も楽しいひと時です！ 

カフェ丘 地域貢献サークル Dusk 
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　ふるさと学習『すがの』
は、宗賀の文化や伝統を体
験的に学びます。 「福祉
体験」「スポーツ体験」「も
のづくり体験」「宗賀地区
の歴史探訪」等々、地域の
方々が先生となり交流する
中で、子どもたちの目はい
きいきと輝きます。

　６年生は、校地内にある竪穴住居のこれからを
考えました。卒業制作としてたくさんの人の思い
や願いがつまった「夢の家」。その思いをどう受け
継ぎ、何を未来へつないでいくのか。子どもたち
は、目で見て、心で感じ、自分たちなりに真剣に
考えました。

　農業体験学習では、にんじんやじゃがいも、さつま
いも、大豆など、年間を通してさまざまな作物を育
て、収穫しています。土に触れるたびに、子どもたち
は「命を育てる」ということを実感します。
   10月にさつまいもを掘り上げたときには、「こんな
に大きい！」と子どもたちから歓声が上がりました。
その笑顔は、地域の皆さんや私たち職員にとっても大
きな喜びになっています。

　５年生はブドウの栽培体験学習を行っています。
単なる体験で終わることなく、「収穫したもので何
ができるか」と調理をしたり、「特産のブドウを外
国にも伝えたい」と、台湾の小学生と英語で交流
したりして、子どもたち一人一人が課題をもって解
決していく「探究的な学び」へとつなげています。

その他の
自然体験学習

どんぐり広場
　子どもたちの思いや願
いを形にする場所です

ニジマスの放流

椎茸の駒打ち

森の健康診断

学びを深める活動を学びを深める活動を 地域から学び、ふるさとを誇りに
思う心を育てます重

点

的な取り組
み

学校と地域が二人三脚！

わくわくする探究的な学びを目指して
　宗賀小学校コミュニティ・スクールは、学校・地域・家庭が一体となって子どもたち
の成長を支える取り組みをしています。地域資源を活用した多様な活動を通して、子ど
もたちの学びを深め、心豊かな成長を促し、地域との絆を育んでいます。

Ａ
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　授業支援サポートでは、保護者や地域のボランティアの皆
さんが子ども一人ひとりに寄り添い、その可能性を広げてい
ます。子どもたちの成長を間近で感じられることも、この活
動の大きな魅力です。
　また、このようなスポット的なボランティアに参加してい
ただくことで、支援に関わってくださる方の輪がさらに広が
っていくことを願っています。

　地域の祭りで演奏する金管バンドでは、子ども
たちが地域の一員として胸を張り、誇りを持って
活動しています。 『地域の人に見てもらえるとな
んだか頑張れる』。支えてくれる人がいる安心感
が、挑戦する力につながっているのを感じます。

　毎週どこかの教室では、本の読み聞かせをしていただ
いています。読み聞かせの時間には、静かな教室に温か
な声が響き、本の世界に浸って心が落ち着く時間となっ
ています。

　『すがのわくわくルーム』は、地域の方と触れ合える交
流スペースです。毎週水曜日に開かれていて子どもたちが
安心して過ごせる居場所となっています。遊びや談話を通
して笑い声が響くその空間は、子どもたちにとって、まさ
に心の拠り所となっています。

　こうした活動は、地域の多様な専門部の力によって支えられています。 学習支援、読書活動、見守りボランティア
の安全安心、わくわくルーム　等々、地域の方々一人一人の力が集まって、大きな輪となっています。

　地域公開参観日には、収穫した野菜を使って作
った「宗賀カレー」を、お世話になった地域の皆
さんと一緒にいただきます。サツマイモは焼き芋
にして全校でいただきます。お世話になった方々
へ感謝の気持ちを伝える機会にもなっています。

「ひと・もの・こと」
地域とつながる活動を
「ひと・もの・こと」
地域とつながる活動を

地域の一員として実感しながら
輝く場を広げます重

点

的な取り組
み

　これらの活動を通して、子どもたちが 「自分の力で　創造的に　対話やつながりを感じながら　
よりよく解決していく姿」へと成長し、確かな自信を持って力強く歩んでいってくれることを願
っています。　
　そして、学校、地域、家庭――それぞれが役割を担い、子どもたちの未来を共につくる。 宗賀
小学校のコミュニティ・スクールの 取り組みは、その連携の輪の中で成り立っています。　
　これからも地域と学校、家庭とが、よりよくつながり支え合いながら、地域を愛する宗賀の子
どもたちを育てていきます。

C

私たちが目指すのは私たちが目指すのは

子どもたちが安心して過ごせる
居場所をつくります

重
点

的な取り組
みB
育ちを支える活動を育ちを支える活動を
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庭
整
備
、
樹
木
剪
定

 

・
平
出
考
古
博
物
館
と
の
学
習
を
通
し
た
連
携

  

  

育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
領
域
〉

 
学
校
で
の
取
組
み

 
子
ど
も
の
取
組
み

 
家
庭
で
の
取
組
み

 
地
域
で
の
取
組
み

 

自
律
性
を
育
む

 
〈
自

 律
〉
 

〈
対

 話
〉
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

 

〈
創

 造
〉
 

創
造
力
を
育
む

 

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 
〈
論

 理
〉

 

〈
探

 究
〉
 

探
究
力
を
育
む

 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
係
の
中
で
、
よ
り
よ
さ
を

追
究
し
、
自
分
で
行
動
す
る
力
。
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
自
身

の
あ
り
方
を
問
い
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
を
よ
り
よ
く
つ
く

る
姿
。
 

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を
続
け
る
中
で
自
己
理
解
・
他

者
理
解
を
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
こ
と
ば
を
用
い
て
他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と

適
切
に
伝
え
合
う
姿
。
 

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の
や
価
値
を
創
り
出
す
力
。
 

知
識
や
経
験
、
技
能
、
感
性
等
を
駆
使
し
て
、
音
楽
表
現
、
造

形
・
絵
画
表
現
、
身
体
表
現
、
発
想
を
す
る
姿
。
 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
象
が
も
つ
文
脈
や
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
既
習
の
知
識
や
経
験
を
用
い
て
、
対
象
が
も
つ

文
脈
を
読
み
解
い
た
り
、
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
道
筋

を
立
て
て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
姿
。
 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く
力
。
 

子
ど
も
が
、
物
事
の
真
相
・
価
値
・
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
欲

的
・
計
画
的
に
道
筋
を
た
ど
り
明
ら
か
に
す
る
姿
。
 

ど
ん
ぐ
り
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

 
生
活
科
遠
足

ぶ
ど
う
栽
培
体
験

 

式
典
つ
ぼ
花

 

ヤ
マ
メ
の
放
流

地
区
運
動
会

 

椎
茸
こ
ま
う
ち

 

公
民
館
の
清
掃

 
平
出
遺
跡
祭
り
・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 

平
出
遺
跡
公
園
・
博
物
館

 

地
区
分
館
行
事

 
参
加

 
分
館
行
事
へ
の
参
加

 
地
区
文
化
祭
へ
の
手
伝
い

 

「
す
が
の
の
畑
」
作
物
栽
培

 

し
め
縄
作
り

 

登
下
校
見
守
り

 

と
う
ふ
作
り

 

【
宗
賀
の
日
】

 
・
ち
く
わ
カ
レ
ー
（
給
食
） 

・
縦
割
り
焼
き
芋
会

ぶ
ど
う
園
見
学

 

バ
ケ
ツ
稲
栽
培

 

読
み
聞
か
せ

 

森
の
健
康
診
断

 

ど
ん
ぐ
り
の
森

 

奈
良
井
宿

 

ふ
る
さ
と
学
習
「
す
が
の
」

 

も
の
作
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

洗
馬
探
検
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
福
祉
学
習

安
全
の
日

 
生
活
科

 
川
遊
び

 

地
 域

 学
 習

 
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

施
設
訪
問

 

環
境
整
備

 

金
管
ク
ラ
ブ
支
援

 

学
級
園
作
物
栽
培

 

地
域
で
の
見
守
り

 

ど
ん
ぐ
り
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

 

地
区
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
・
夏
祭
り
へ
の
参
加

 

す
が
の
わ
く
わ
く
ル
ー
ム
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全
　

　
　

　
体

学
習

支
援

部
特

別
支

援
教

育
支

援
部

キ
ャ

リ
ア

教
育

支
援

部
す

が
の

わ
く
わ

く
ル

ー
ム

支
援

部
読

書
活

動
支

援
部

安
全

・
安

心
支

援
部

部
活

動
支

援
部

学
校

環
境

整
備

支
援

部

内
容

協
議

会
・
研

修
会

・
行

事
等

す
が

の
・
歴

史
・
調

理
・
補

修
・
農

業
ど

ん
ぐ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
行

事
支

援
ぶ

ど
う

栽
培

わ
く
わ

く
ル

ー
ム

支
援

読
み

聞
か

せ
蔵

書
点

検
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

（
熊

対
策

安
全

見
守

り
）

金
管

ク
ラ

ブ
　

練
習

・
運

搬
補

助
生

花
・
環

境
整

備

4
月

　
9
日

・
小

委
員

会
（
学

運
協

地
教

協
打

合
）

1
8
日

・
学

校
運

営
協

議
会

①
　

地
域

教
育

協
議

会
①

　
　

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
発

足
の

会
）

2
１

日
・
４

年
ジ

ャ
ガ

イ
モ

植
え

2
2
日

・
交

通
安

全
教

室
②

2
3
日

・
４

年
し

い
た

け
駒

打
ち

す
が

の
の

畑
打

合
せ

４
/
１

０
畑

作
支

援
（
す

が
の

の
畑

・
学

級
園

）
ジ

ャ
ガ

イ
モ

種
植

え
（
４

年
）
4
/
2
１

椎
茸

駒
う

ち
4
/
2
3
(４

年
）
４

/
2
3

ぶ
ど

う
栽

培
体

験
（
５

年
生

）
児

童
の

見
守

り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業

読
み

聞
か

せ
活

動
　

　
　

(各
ク

ラ
ス

の
要

望
に

あ
わ

せ
て

月
１

～
２

回
、

月
・
金

）
シ

ー
ル

ド

◇
安

全
の

日
４

／
７

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
2
2
日

交
通

安
全

教
室

①

金
管

バ
ン

ド
（
通

年
）

＊
練

習
予

定
（
都

合
の

良
い

日
）

1
年

生
を

迎
え

る
会

入
場

曲
入

学
式

生
花

5
月

　
８

日
・
３

年
人

参
種

ま
き

１
４

日
・
サ

ツ
マ

イ
モ

植
え

（
可

能
な

ら
親

子
レ

ク
で

）
１

６
日

・
３

年
ヤ

マ
メ

の
放

流
１

7
日

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

作
業

①
２

２
日

・
３

年
ヤ

マ
メ

の
放

流
予

備
日

３
１

日
・
運

動
会

に
ん

じ
ん

の
種

ま
き

（
３

年
）
5
/
8

サ
ツ

マ
イ

モ
苗

植
え

（
1
年

）
5
/
1
4

奈
良

井
川

　
ヤ

マ
メ

の
放

流
　

５
/
１

６
　

　
（
３

年
）

・
畑

・
バ

ケ
ツ

稲
体

験
ぶ

ど
う

栽
培

体
験

児
童

の
見

守
り

花
壇

作
業

読
み

聞
か

せ
活

動
◇

安
全

の
日

５
／

１
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

運
動

会
へ

向
け

て
の

練
習

P
T
A

作
業

①
メ

イ
ン

花
壇

・
理

科
園

耕
運

機
土

起
こ

し
・
肥

料
入

れ

6
月

４
・
５

日
・
プ

ー
ル

清
掃

１
０

日
・
大

豆
の

種
ま

き
（
２

年
）

１
７

日
・
中

学
校

区
学

運
協

・
小

中
合

同
打

ち
合

わ
せ

会
（
洗

馬
小

）
１

９
日

・
５

・
６

年
参

観
日

大
豆

種
ま

き
(２

年
）
6
/
1
0

ど
ん

ぐ
り

の
森

探
検

引
率

補
助

・
ど

ん
ぐ

り
の

森
探

検
　

　
引

率
ぶ

ど
う

栽
培

体
験

児
童

の
見

守
り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業
読

み
聞

か
せ

活
動

◇
安

全
の

日
　

６
／

３
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

６
/
１

　
宗

賀
小

運
動

会
5
日

　
プ

ー
ル

清
掃

①
6
日

　
プ

ー
ル

清
掃

②

校
庭

　
草

刈
り

7
月

　
１

日
・
１

・
２

年
参

観
日

１
１

日
・
３

・
４

年
参

観
日

２
４

日
・
中

学
校

区
小

中
C

S
交

流
会

（
総

文
）

２
５

日
・
遠

足
下

見

ジ
ャ

ガ
イ

モ
収

穫
（
４

年
）

ぶ
ど

う
栽

培
体

験
児

童
の

見
守

り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業

読
み

聞
か

せ
活

動
◇

安
全

の
日

７
／

１
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

博
物

館
祭

り
・
玄

蕃
ま

つ
り

へ
向

け
て

の
練

習
校

内
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

＊
休

日
練

習
も

8
月

３
１

日
・
P

T
A

作
業

②
ぶ

ど
う

栽
培

体
験

児
童

の
見

守
り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業
読

み
聞

か
せ

活
動

博
物

館
祭

り
へ

向
け

て
の

練
習

P
T
A

作
業

②

9
月

　
４

日
・
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

①
A

M
１

１
日

・
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

②
A

M
１

８
日

・
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

③
A

M
１

９
日

・
地

域
公

開
参

観
日

　
宗

賀
の

日
①

２
６

日
・
４

年
森

の
健

康
診

断
２

９
日

・
４

年
森

の
健

康
診

断
予

備
日

人
参

の
収

穫
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

①
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

②
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

③
サ

ツ
マ

イ
モ

収
穫

（
1
年

）

ぶ
ど

う
収

穫
体

験
児

童
の

見
守

り
プ

ラ
ン

タ
ー

・
花

壇
作

業
読

み
聞

か
せ

活
動

◇
安

全
の

日
　

９
／

１
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

博
物

館
祭

り
・
音

楽
会

へ
向

け
て

の
練

習
＊

休
日

練
習

も

1
0
月

　
２

日
・
ふ

る
さ

と
学

習
す

が
の

④
　

３
日

・
１

・
２

年
遠

足
１

５
日

・
遠

足
予

備
日

１
９

日
・
C

S
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
３

（
ふ

る
さ

と
宗

賀
展

）
３

１
日

・
音

楽
会

ふ
る

さ
と

学
習

「
す

が
の

」
④

１
・
２

年
生

活
科

遠
足

引
率

畑
の

片
づ

け
 （

す
が

の
の

畑
・
学

級
園

）

ぶ
ど

う
収

穫
体

験
（
ぶ

ど
う

園
見

学
）

児
童

の
見

守
り

読
み

聞
か

せ
活

動
◇

安
全

の
日

１
０

／
１

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル

１
３

日
塩

筑
南

部
地

区
吹

奏
楽

祭
１

９
日

宗
賀

地
区

文
化

祭

３
１

日
 音

楽
会

1
1
月

　
８

日
P

T
A

作
業

③
１

２
日

・
宗

賀
の

日
②

（
縦

割
り

焼
き

芋
会

）
１

４
日

・
学

社
連

携
・
協

働
フ

ォ
ー

ラ
ム

１
９

日
・
学

運
協

地
教

教
打

ち
合

わ
せ

1
6
:0

0

宗
賀

の
日

②
１

１
/
1
2

（
縦

割
り

焼
き

芋
会

）
宗

賀
の

日
②

宗
賀

の
日

②
児

童
の

見
守

り
宗

賀
の

日
②

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業

読
み

聞
か

せ
活

動
宗

賀
の

日
②

来
入

児
保

護
者

会
活

動
紹

介

◇
安

全
の

日
１

１
／

４
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

宗
賀

の
日

②

校
内

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
メ

イ
ン

花
壇

・
理

科
園

耕
運

機
土

起
こ

し
、

肥
料

入
れ

1
2
月

１
９

日
・
職

員
合

同
学

校
運

営
協

議
会

③
し

め
縄

作
り

(2
年

）
し

め
縄

リ
ー

ス
づ

く
り

児
童

の
見

守
り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業
読

み
聞

か
せ

活
動

◇
安

全
の

日
１

２
／

１
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

メ
モ

リ
ア

ル
コ

ン
サ

ー
ト

に
向

け
て

1
月

2
１

日
・
学

連
協

④
打

ち
合

わ
せ

1
6
：
0
0

大
豆

の
加

工
（
２

年
）

　
と

う
ふ

作
り

・
ピ

ザ
づ

く
り

児
童

の
見

守
り

プ
ラ

ン
タ

ー
・
花

壇
作

業
読

み
聞

か
せ

活
動

◇
安

全
の

日
１

／
８

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
１

８
日

メ
モ

リ
ア

ル
コ

ン
サ

ー
ト

2
月

　
６

日
・
5
学

年
参

観
日

１
０

日
・
3
，

4
年

参
観

日
１

３
日

・
1
,2

年
参

観
日

１
４

日
 市

C
S
連

絡
協

議
会

C
S
市

民
集

会
１

７
日

・
６

年
参

観
日

２
７

日
・
学

校
運

営
協

議
会

④
1
7
:0

0
・
地

域
教

育
協

議
会

②
1
6
:0

0

児
童

の
見

守
り

プ
ラ

ン
タ

ー
作

業

読
み

聞
か

せ
活

動
図

書
館

環
境

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

◇
安

全
の

日
２

／
２

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル

3
月

　
１

7
日

・
卒

業
式

畑
耕

し
児

童
の

見
守

り
プ

ラ
ン

タ
ー

作
業

◇
安

全
の

日
３

／
２

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
卒

業
式

生
花

令
和

7
年

度
　

宗
賀

小
学

校
　

学
校

支
援

計
画
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               急な山道も、ボランティア

さんと一緒に登れたよ！ 

 

洗馬っ子スクール 
（洗馬小学校ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ） 

～今年度の活動の様子より～ 

《地域探検クラブ》 

洗馬焼きについて説明や
和兵衛窯の見学 

《茶道クラブ》 

お茶のたて方や基本の
所作を学ぶ機会に 

《郷土料理クラブ》 

おやき、わらび餅、五平餅など
を作って味わい大満足 

昔から伝わる季節の行事を子どもたちとともに 

大切にしていきたいです！ 

運動会で一緒に踊り、 

伝統をつなぎます 

お互いに楽しみな 

ひとときです 

妙義山への登山（２年生） 遠足の安全見守り 

クラブ活動の講師（地域の特色や歴史を知ってもらう機会として）

読み聞かせボランティア 雛飾りやこいのぼりの展示・片付け 

ささら踊りの指導 

１年生が桔梗ヶ原まで歩けた

のは、見守りのおかげ 

《地域とともにある、みんなの学校》をめざし活動しています 
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アドバイスをいただき

上達しました 

ボランティアの方々の見守

りで、安全に走れます 

夏休み宿題応援隊 

ピアノコンサート（年２回） 持久走記録会の見守り 

洗馬小コミスク festa 2025 
金管バンド指導 

校地内の環境整備 

洗馬っ子スクールだより編集 

洗馬地区文化祭での

展示発表 

金管バンドのステージ発表 

で地域を盛り上げよう！ 

分からないこともすぐに

聞けてやる気が出るよ！ 

１０年前に修復された 

９１歳のピアノを奏でます 

楽しいトークとともに、 

アンサンブルセバスチャ

ンのお二人による素敵な

音色が響き渡りました。 

子どもたちが過ごしやすいように環境整備 

年２回の発行に向けた編集会議 

コミュニティ・スクールの活動について、理解と協力

を得られるよう『洗馬っ子スクールだより』の内容も工

夫しています。さらに、活動内容が、マンネリ化せずレベ

ルアップしたものになるよう、協力者を増やす工夫も考

えていく必要性を感じています。

今後も、子どもたちとボランティアのみなさんがつな

がることで、双方が元気になり、地域とともにあるみん

なの学校となるよう歩んでいきたいと思います。 
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塩
尻
市
立
洗
馬
小
学
校

 
地
域
学
校
協
働
体
制
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

 
＆

 
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

 
２
０
２
５

 

・ 
地

 
域

 
学

 
習

 
洗
馬
の
地
域
性
を
学
び
発
表
、
地
元
の
方
の
協
力

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

 

育
み
た
い
資
質
・
能
力
〈
領
域
〉

 

シ
イ
タ
ケ
栽
培

学
校
で
の
取
組
み

 
子
ど
も
の
取
組
み

 
家
庭
で
の
取
組
み

 
地
域
で
の
取
組
み

 

自
律
性
を
育
む

 
〈
自

 律
〉
 

〈
こ
と
ば
〉
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む

 

〈
創

 造
〉
 

創
造
力
を
育
む

 

論
理
的
思
考
力
を
育
む

 
〈
論
理
〉

 

〈
探

 究
〉
 

探
究
力
を
育
む

 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
係
の
中
で
、
よ
り
よ
さ
を

追
究
し
、
自
分
で
行
動
す
る
力
。
 

他
者
（
も
の
・
こ
と
・
人
）
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
自
身

の
あ
り
方
を
問
い
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
を
よ
り
よ
く
つ
く

る
姿
。
 

自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
も
の
や
価
値
を
創
り
出
す
力
。
 

知
識
や
経
験
、
技
能
、
感
性
等
を
駆
使
し
て
、
音
楽
表
現
、
造

形
・
絵
画
表
現
、
身
体
表
現
、
発
想
を
す
る
姿
。
 

知
識
や
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
象
が
も
つ
文
脈
や
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
既
習
の
知
識
や
経
験
を
用
い
て
、
対
象
が
も
つ

文
脈
を
読
み
解
い
た
り
、
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
道
筋

を
立
て
て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
姿
。
 

物
事
の
本
質
を
探
っ
て
い
く
力
。
 

子
ど
も
が
、
物
事
の
真
相
・
価
値
・
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
欲

的
・
計
画
的
に
道
筋
を
た
ど
り
明
ら
か
に
す
る
姿
。
 

星
空
観
察
教
室

 
洗
馬
公
民
館
と
共
催

 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

 

地
域
の
方
々
と
交
流
、
演
奏
体
験
（
大
勢
の
人
前
）、

プ
ロ
の
演
奏
聴
講

 

体
育
的
行
事
補
助

 

地
区
文
化
祭
・
コ
ミ
ス
ク
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加

（
金
管
バ
ン
ド
・
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
・
活
動
紹
介
）

資
源
物
回
収

 

地
区
行
事
へ
の
参
加

 
洗
馬
っ
子
ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

 
地
区
文
化
祭
へ
の
参
加

 

登
下
校
見
守
り

 

環
境
整
備

（
草
刈
り
・
落
ち
葉
掃
除
） 

校
地
内
の
草
刈
り
、
校
庭
の
草
退
治

 

夏
休
み
宿
題
応
援
隊

 
洗
馬
公
民
館
と
共
催

 

遠
足
・
地
域
探
検
付
添

 
ル
ー
ル
を
守
る
安
全
指
導

自
分
と
相
手
と
の
や
り
と
り
を
続
け
る
中
で
自
己
理

解
・
他
者
理
解
を
す
る
力
。
 

子
ど
も
が
、
こ
と
ば
を
用
い
て
他
者
（
も
の
・
こ
と
・

人
）
と
適
切
に
伝
え
合
う
姿
。
 

焼
き
物

 
詩

 
吟

 

絵
手
紙

 
茶

 
道

 

郷
土
料
理

 

写
 
真

 

地
域
探
検

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

 

囲
碁
将
棋

 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 
織

 
物

 

９
１
歳
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

 

寄
贈
ピ
ア
ノ
や
音
楽
に
つ
い
て
学
ぶ
（
歴
史
・
構
造
・
演
奏
体
験
）

 

お
雛
様
・
鯉
の
ぼ
り

 
飾
付
け
の
体
験
、
伝
統
文
化
を
地
域
の
人
か
ら
聞
く

 

花
壇
作
り

 
花
の
栽
培
補
助

 

さ
さ
ら
踊
り

（
運
動
会
・
地
区
文
化
祭
）

 
踊
り
の
体
験
と
披
露
、
さ
さ
ら
に
つ
い
て
学
ぶ
（
歴
史
・
仕
組
み
）

 

読
み
聞
か
せ

 
読
み
聞
か
せ

(大
人
→
子
ど
も
、
高
学
年
→
低
学
年

) 

お
に
ぎ
り
の
日

 
食
育
文
化
の
学
習

 

畑
の
世
話

 

漢
字
検
定

 
企
画
～
運
営
と
検
定
補
助

 

薬
草
園

 
種
類
や
効
能
を
学
ぶ

 

レ
タ
ス
栽
培

地
域
産
業
の
体
験
、
歴
史
生
立
ち
を
学
ぶ

 

ク
マ
対
策

安
全
見
守
り

 

本
洗
馬
歴
史
の
里
資
料
館

 

金
管
バ
ン
ド

 酒
造

 美
寿

 々

岩
垂
原
メ
ル
ロ
ー

ー
ー

薬
 
草

 

～
学
校
運
営
協
議
会
熟
議
で
話
し
合
っ
た
内
容
～

 

・
重
点
１
「
楽
し
み
に
至
る
関
係
づ
く
り
」

あ
い
さ
つ
・
学
級
づ
く
り
・
異
学
年
交
流

・
重
点
２
「
楽
し
み
に
至
る
学
び
づ
く
り
」

 

「
で
き
た
・
わ
か
っ
た
」
が
あ
る
授
業
、「

興
味
関
心
」

が
も
て
る
授
業

・
重
点
３
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」

 

レ
タ
ス
栽
培
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
タ
イ
ム
、
弁
当
の
日

,

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

,地
域
学
習

 

(一
部
抜
粋

)

・ ・
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名
　

　
　

　
称

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

学
校

運
営

協
議

会
地

域
教

育
協

議
会

4日
　

入
学

式
1５

日
①

学
運

協
①

地
教

協
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
紹

介
式

３
１

日
　

運
動

会
26

日
地

域
公

開
参

観
日

13
日

・2
7日

　
ク

ラ
ブ

活
動

4日
　

ク
ラ

ブ
活

動
2
4
日

小
中

合
同

研
修

会
合

同
学

運
協

29
日

　
ク

ラ
ブ

活
動

18
・1

9日
 f

es
ta

2
0
2
5

24
日

 音
楽

会
1
1
日

③
学

運
協

4日 ④
学

運
協

②
地

教
協

17
日

　
卒

業
式

1
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
部

・
２

年
生

お
雛

様
片

付
け

鯉
の

ぼ
り

飾
り

つ
け

（
・
さ

さ
ら

点
検

）

・
運

動
会

さ
さ

ら
踊

り
練

習

・
妙

義
山

登
山

案
内

・
ク

ラ
ブ

活
動

補
助

（郷
土

料
理

・写
真

・地
区

探
検

・茶
道

ク
ラ

ブ
に

お
い

て
指

導
補

助
を

実
施

）
・さ

さ
ら

点
検

保
管

2
9
日

・ク
ラ

ブ
活

動
全

４
回

ま
と

め
の

会

・
洗

馬
地

区
文

化
祭

参
加

1
年

生
お

雛
様

飾
り

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

2
学

習
支

援
部

・
シ

イ
タ

ケ
栽

培
活

動
補

助

児
童

館
で

の
　

　
学

習
支

援
金

管
練

習
補

助

・
習

字
指

導
（
３

年
）

・夏
休

み
宿

題
応

援
隊

（洗
馬

公
民

館
）

・
生

活
科

遠
足

付
添

い
（
１

年
）

・
洗

馬
地

区
文

化
祭

参
加

・星
空

観
察

会
・習

字
指

導
（書

き
初

め
）

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

3
特

別
支

援
部

・
土

づ
く
り

他
特

別
支

援
学

級
授

業
参

観
・
畑

種
ま

き
・
畑

の
世

話
・
畑

の
世

話
・
畑

草
取

り
・
畑

の
収

穫
・
畑

収
穫

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

【
校

庭
周

辺
】

洗
馬

ス
ポ

協
野

球
少

年
団

草
刈

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

【
校

庭
周

辺
】

2
4
日

（
土

）
Ｐ

Ｔ
Ａ

作
業

【校
庭

周
辺

】
野

球
少

年
団

【校
庭

周
辺

】
【校

庭
周

辺
】

野
球

少
年

団
【校

庭
周

辺
】

【
校

庭
周

辺
】

【
校

庭
周

辺
】

8
日

（
土

）
Ｐ

Ｔ
Ａ

作
業

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

2
4
日

（
土

）
Ｐ

Ｔ
Ａ

作
業

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

職
員

作
業

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

職
員

作
業

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

【
校

舎
周

辺
中

庭
含

む
】

9
日

（
土

）
Ｐ

Ｔ
Ａ

作
業

5
安

全
支

援
部

7日
・8

日
児

童
集

団
登

校
下

校
指

導

･登
下

校
の

見
守

り

熊
対

策
放

課
後

パ
ト

ロ
ー

ル
熊

対
策

放
課

後
パ

ト
ロ

ー
ル

下
校

指
導

熊
対

策
熊

対
策

放
課

後
パ

ト
ロ

ー
ル

2
0
日

持
久

走
記

録
会

見
守

り

熊
対

策
放

課
後

パ
ト

ロ
ー

ル
下

校
指

導
4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

6
読

み
聞

か
せ

支
援

部

部
員

顔
合

わ
せ

・
読

書
週

間
・
読

み
聞

か
せ

8
：
2
0
～

8
：
3
5

木
曜

日

・読
み

聞
か

せ
8：

20
～

8：
35

木
曜

日

夏
休

み
・読

み
聞

か
せ

8：
20

～
8：

35
木

曜
日

・読
み

聞
か

せ
8：

20
～

8：
35

木
曜

日

・読
み

聞
か

せ
8：

20
～

8：
35

木
曜

日

・読
み

聞
か

せ
８

：
２

０
～

８
：
３

５
木

曜
日

・
読

書
旬

間

・読
み

聞
か

せ
８

：
２

０
～

８
：
３

５
木

曜
日

・読
み

聞
か

せ
８

：
２

０
～

８
：
３

５
木

曜
日

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

7
広

報
支

援
部

Ｈ
Ｐ

更
新

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

編
集

会
議

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

編
集

会
議

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

（
1
８

号
）
洗

馬
地

区
全

戸
配

布

Ｈ
Ｐ

更
新

Ｈ
Ｐ

更
新

Ｈ
Ｐ

更
新

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

編
集

会
議

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

編
集

会
議

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

編
集

会
議

Ｈ
Ｐ

更
新

・
洗

馬
っ

子
ス

ク
ー

ル
だ

よ
り

（
1
９

号
）
発

行

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

8
ピ

ア
ノ

支
援

部
ピ

ア
ノ

利
用

委
員

会
と

打
ち

合
わ

せ

2
1
日

ピ
ア

ノ
コ

ン
サ

ー
ト

15
日

ピ
ア

ノ
コ

ン
サ

ー
ト

ピ
ア

ノ
週

間
（
2
4
日

～
2
7
日

）

4

令
和

７
年

度
  

塩
尻

市
立
洗

馬
小

学
校

洗
馬

っ
子

ス
ク

ー
ル

活
動

計
画

雪
か

き
①

体
育

館
回

り
②

通
学

路
点

検

雪
か

き
①

体
育

館
回

り
②

通
学

路
点

検

4
日

ま
と

め
来

年
度

の
計

画

環
境

支
援

部

雪
か

き
①

体
育

館
回

り
②

通
学

路
点

検
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塩尻西部中学校 コミュニティ・スクール
～地域に学び、地域に返す！地域とともに育つ学校！～

１学年 ふるさと学
～地域の「もの」を味わう～

地域の特産品「ぶどう」の栽培、ジャムへの加工、
廃材となるワインパミスを用いた製品開発を通し
て、他にも本山そば、洗馬焼き、平出遺跡等、地
域の「もの」を再発見しその魅力を味わいました。
自分たちが地域のためにできることを、具体的に
考えていく生徒の姿が見られました。

２学年 ふるさと学
～地域の「ひと」を知り、魅力を伝えよう～

いきはたインタビューや職場体験学習等を通して、
地域で活躍する「ひと」の、働くことに対する想
いや願い、苦労ややりがいを知り、その「ひと」
の魅力を保護者や仲間に発信しました。
地域の「ひと」との学習を基に、自分の将来を考
え、夢や希望をもつ生徒の姿が見られました。

３学年 ふるさと学
～地域の一員として、地域づくりに参画しよう～

これまで２年間取り組んできたふるさと学を振り
返り、地域の魅力を再認識するとともに、地域の
課題を洗い出し、地域の一員としてその解決方法
を考えたり地域貢献活動に取り組んだりしました。
友だちと共同して、課題の解決に向けて主体的に
活動に取り組む生徒の姿が見られました。

地域の方々に支えられて
地域ボランティア

施設環境支援部の方々を中心に行われた「草刈り
作業」。読書支援部の方々による「読み聞かせ」。
学習支援部や学生にお手伝いいただいた「Sタイ
ム」「夏休み学習支援」。家庭科のミシンの授業
では、地域の有志の方々が生徒たちに使い方を教
えてくれました。様々な形でのご協力に感謝です。

学習支援 ミシンの補助 草刈り
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夕暮れ食堂

孫の手プロジェクト
本校の生徒たちは、これまで地域の皆様に様々に関わっていただき
ながら、コミュニティ・スクールを通して大きく育てていただきま
した。その生徒たちが、地域の皆様に恩返しをすることを願い、地
域貢献活動「孫の手プロジェクト」を昨年度より始めました。この
「孫の手プロジェクト」のネーミングは、孫世代の中学生たちが地
域の力になるように、そして孫の手のように地域の困りごとのお手
伝いができるように、という願いを込めて生徒が考えました。 孫の手プロジェクト運営会議

洗馬元町槻井泉神社お祭り

桔梗ヶ原神社しめ縄作業

伝統

夏休み学習広場

交流

ブドウ収穫

農
業信濃毎日新聞社様からの

取材がありました

広報

来年度に向けて
今年度は、昨年度まで職員が担っていた運営の一部を生徒に委ねて活動しています。
運営本部の生徒たちは、「孫の手」を増やすための工夫を考えたり、プロジェクトの
更なる発展のために試行錯誤したりと、主体的に取り組む姿がたくさん見られます。
今後、孫の手プロジェクトがさらに自走し、地域に根付いていくための仕組み作りを、
生徒・地域・学校が知恵を出し合って考えていきたいと思います。

洗馬ふれあいフェス
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楢川小中学校 教育目標

〇地域とかかわる
◇自ら学ぶ態度・方法を習得する

感じる感じる

語り合う語り合う 考える考える
〇地域と協働する
◇自ら問いをみつけ、対話的に学ぶ態度を習得する

〇地域を知る
◇学びの基礎を習得する

楢川の学びを支える３つのＫ

観光（宿場町）産業専科教員による授業・TT支援

連学年・縦割り班による授業・諸活動

切磋琢磨し、多様性を包み込む豊かな心

協働し、未来の自分を想像しようとする力 自ら問いを持ち、主体的に探究する力

楢川から

未来にはばたく
～輝く夢を携えて・気魄に燃えて～

ふるさと楢川に学ぶ

漆器産業：ものづくり

地域のひとから学ぶ

文化自然 歴史

義務教育学校で学ぶ

少人数を生かしたきめ細やかな学習

外国語・国際交流活動

そして…

コミュニケーション能力

塩尻市 教育基本理念 一人ひとりの育ちに、ていねいに向き合う教育

地域のひとと学ぶ
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１年間の主な学校行事

●入学式・1学期始業式

●避難訓練

●授業参観・ＰＴCＡ総会

●ボランティア顔合わせ

会・学校運営協議会・

地域教育協議会 

●1年生を迎える会

●春の交通安全教室

●９年修学旅行 

●楢川探検 

●たてわり清掃 

●わかば給食 

●PTCA 作業

●運動会 

●ならにこカフェ 漆器販売会

●授業参観・地区懇談会

●ふるさと漆器学習 

●プール開き
●4・5 年臨海学習

●８年キャリア研修旅行

●ＰＴＣＡ救急法講習会

●1学期終業式 夏休み

●後期課程個別懇談

●8年職場体験

●学校運営協議会

●川中に学ぶ（公民館連

携講座） 

●林中に学ぶ（公民

館連携講座） 

●２学期始業式 ●防災訓練 

●スペシャル・グロ

ーバル・デイ 

●4年森の健康診断 

●楢輝祭（文化祭） 
●イワナの産卵場学習

●６年修学旅行 

●５,６年漆器販売会

●保小なかよし交流

●お話の時間プレミア 

●なら大フェスタ 

●なかよし月間 

●避難訓練 

●ふれあい給食 

●やきいも会 

●授業参観日 

●オーストラリアとの交流 
●学校運営協議会② 

●保護者懇談会 

●２学期終業式 

●年末休業 

●年始休業 冬休み 

●３学期始業式 

●ふるさと漆器学習 

●スキー教室 
●学校運営協議会③ 

地域教育協議会② 

ボランティアお礼の会

●6年生ありがとうの会

●９年生を送る会 

●３学期終業式 

●前期課程修了式 

●卒業証書授与式 

●年度末休業 
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楢川小中学校コミュニティ・スクール 
楢川から未来へはばたく そして・・・  

体育の授業 家庭科の授業 美術科の授業 

楢川小中学校は１年生から9 年生が一緒に学んでいます 

楢川小中学校は市内唯一の義務教育学校です。令和 6

年度より小規模特認校として塩尻市内のお子さんが一

定の条件のもと通える学校となりました。 

１年生から９年生まで８２名が、一つの校舎で学んで

います。地域とともに特色ある教育をすすめています。 

様々な先生との授業 

英語の授業 算数の授業 理科の授業 

職員の専門教科による授業がすすめられています。 

地域の方から学ぶ学習 

の活動

木曽漆器祭・奈良井宿場祭で、学
校を開放し、全校でお客様をもて
なします。（全校：ならにこカフェ） 

地域の歴史・文化を知り、地域の
特色や課題について考えました。 

（後期：キャリア研修旅行） 

地域の特色や課題から自分たちに
できることを考えました。 

（後期：地域貢献活動） 

自然・伝統・産業・人・歴史を題材に、教科を横断した学習を行っ
ています。地域の方々とも連携し、課題解決力を養っています。 
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. 

感じる 
切磋琢磨し、 

多様性を包み込む豊かな心 

楢川小中学校では、学びを支える「３つのＫ」（感じる・考

える・語り合う）を大事にしています。地域とともに、楢川

から未来にはばたき そして…夢や志をもち自立して生き

ていく児童生徒を育んでいきます。 

楢川の学びを支える「３つの K」 

4 月の地域教育協議会ではボランティアさんと学校職

員で今年の活動について話し合いました。子どもを育む

ために何ができるか、話し合いました。 

楢川の学びを支える地域のみなさん 
学校運営協議会、地域教育協議会を中心に、楢川の児童生

徒を地域のみなさんで支えます。 

地域の方やボランティアの皆さんに学びを支えていただいています。 
地域の自然・文化・歴史・ひと・もの・こと、に関わりながら体験的に 
学んでいます。ふるさとに愛着や誇りを感じ、ものごとや学習に自分から
働きかける主体性を育みます。 

教 育 活 動 

オーストラリアとの交流

年３回、インターネットでラ

イブ交流をします。積極的に

会話しました。 

スペシャルグローバルデイ

模擬海外旅行やプレゼンテ

ーション、フリートークによ

り国際感覚を養います。 

プリンタプロジェクト 

エプソンの協力により、実物

を通して他国の文化を知る

ことができました。 

短期留学生の受け入れ 

短期留学の友達と共に学ぶ

中で、他者理解、多様性の受

け入れを学びます。 

語り合う 
協働し、未来の自分を 
想像しようとする力 

考える 
問いを持ち主体的に探究する力 

たてわり活動 

様々な場面でたてわり活動

を行い、他者への配慮、責任

感を養います。 

たてわり給食 

年に２回、たてわり班で給食

を食べます。写真は春の「わ

かば給食」の様子です。 

たてわり清掃 

期間を決めて行います。上級

生も下級生も自分の分担に

責任を果たします。 

５年～９年 児童生徒会 

後期生を目標に、５年から９

年生までが協力し活動をし

ています。 
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連学年活動 

連学年、異年齢での授業を行

っています。写真は３年生企

画のお楽しみ集会です。 

地域探検 

積極的に地域に出かけ学び

ます。後期課程でも改めて地

域を探究します。 

自然の中で遊ぶ 

前庭の自然の中で五感を働

かせて遊びます。枝や小石で

創造的に遊びます。 

畑づくり 

地域の方が土を耕やしてく

ださいます。今年はサツマイ

モが大豊作でした。

保育園との交流 

隣接の環境を生かし、保小の

交流活動を繰り返し行って

います。 

朴葉まきづくり 

郷土食を作りながら異世代

の方と交流します。郷土への

愛着も育みます。 

森の健康診断 

塩尻市森林公社と連携し、森

林と環境・防災の学習を体験

的に学習します。 

羽淵キウリの学習 

栽培に取り組んでいる方の

思いに触れ、地域の宝を大切

に受け継いでいきます。 

イワナの産卵場づくり

奈良井川源流で、イワナの環

境保全活動に取り組みまし

た。 

萌生の里との交流 

高齢者を思いやり相手に合

わせて伝えたり、楽しませた

りすることを学びます。 

育てる漆学習 

毎年一回、給食で使う自分の

お盆に漆をかけます。卒業ま

で大切に使います。 

ならにこカフェ 

相手のことを考えながら接

客します。コミュニケーショ

ンの力も高めます。

ならにこ漆器会社 

活動の理念をもとに組織を

立ち上げ、協調しながら販売

活動を成し遂げていきます。 

楢川ＰＲ活動 

木曽漆器の広報活動を行

い、地域の伝統文化PR に貢

献します。 

園児さんとのふれあい 

中学生が幼児とふれあう中

で、他者への配慮や幼児への

温かいまなざしを育みます。 

運動会 

後期生、地域も一緒に楽しみ

ます。６年生が主体となって

進めます。 

文化祭（楢輝祭） 

後期生主体で進めます。合

唱、個人発表、表現、たてわ

り企画などを発表しました。 

漆の木工製作 

前期課程で習った摺り漆の

技法で、制作した木工作品

を仕上げます。 

キャリア研修旅行

他地域の街づくり、働く人々

との対話から、自分たちを見

つめ直します。

職場体験 

体験やインタビューから、働

く人の思いや考えを体験的

に学びます。 
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ふ り か え り 

楢川公民館主催で、地域の方を講師にした放課後講座「なららクラブ」を開催して

います。学校の放課後を利用し、1 年生から9 年生までだれでも自由に参加できま

す。

公民館 放課後講座  なららクラブ 

競技かるた ニュースポーツ ベースボール 

江戸ウィン平沢 

地域を盛り上げたいという

願いから主体的に企画し課

題を次につなげました。 

謎解きブックづくり 

学んできたことを生かし、

地域の観光ガイドブック作

成に協力しました。 

江戸ウィン 

企画を立案し実行する中で

協調性や交渉力、柔軟な対応

力等を身につけていきます。 

なら大フェスタ 

他者意識をもって発表し、学

習の価値をとらえなおし、次

年度の活動につなげます。 

「川中に学ぶ」「林中に学ぶ」は、自然豊かな楢川小中をフィール

ドにした、夏休みの特別講座です。川遊びや森遊びのプロとともに、

アクティビティを楽しみます。

公民館 特別講座  川中に学ぶ／林中に学ぶ 

林中に学ぶ（楢川公民館講座） 川中に学ぶ（楢川公民館講座） 

工 作 

地域の方々との関わりを取り入れた学習により、社会性や多様なコミュニケーション能力を育むととも

に、地域社会における自己の役割とキャリア意識の醸成という面で成長につながってほしいと願っていま

す。全国学力学習状況調査においても前期課程で「難しいことにも失敗を恐れず挑戦する」「自分にはよ

いところがある」といった挑戦意欲と自己肯定感が非常に高いことがうかがえました。 

 この高い自己肯定感をエネルギー源として、より主体的・協働的な課題解決学習や探究活動を全教科で

展開していくことが求められます。「なら大（総合的な学習の時間）」では、生徒自らが問いを立てて探究

する経験を通し、学習への内発的動機付けを高めることを目指していく必要があります。教師は、生徒の

「できる」という自信を「知りたい」「やってみたい」という知的好奇心に結び付けるため、ファシリテ

ーターとして伴走する姿勢を大切に、次年度以降の学習活動を仕組んでいきたいと思います。 
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両小野学園運営協議会

地域委員会・学園支援委員会・評価委員会・広報委員会の４つの委員会で構成され、年に４回開催

されています。 

今年度は、第２回の両小野学園運営協議会で日赤長野県支部 防災教育アドバイザーの古村 幹夫様

を講師にお迎えしての避難所設営ワークショップを行い、学園運営協議会の皆様と両小野小学校・両

小野中学校の職員が協力してワークショップに取り組み、防災について思いを深めることが出来まし

た。また、今年度は、両小野学園あり方検討準備委員会を立ち上げ、

人口減少に伴う両小野小学校・両小野中学校の今後の在り方を見出

していくための土台作りを行いました。第３回の学園運営協議会

で、両小野学園あり方検討委員会設置要綱が承認され、来年度から

の本格始動のための準備が整いつつあります。 

また、今年度は初めて保小中合同で引き渡し訓練が行われ、災害

に備える意識を学園で共有することが出来ました。 

地域とともに 「憑
たのめ

の里」で生きる 

両小野学園コミュニティ・スクール 

辰野町 

小野保育園 

塩尻市辰野町中学校組合立 

両小野中学校 

辰野町塩尻市小学校組合立 

両小野小学校 

塩尻市 

北小野保育園 
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北小野保育園・小野保育園 

〈合同遠足〉荒神山スポーツ公園 

〈うとうくん訪問〉 〈きりとう訪問〉 〈小野神社例大祭〉 〈JA の方と大根種まき・収穫〉

 〈中学生と地域の方とジャガイモ掘り〉 

〈どろんこ交流〉 〈音楽会に向けての制作交流〉 

〈両小野中学生との交流〉 

地域ボランティアさんとの交流 

世代間交流 

栗拾い 

マジックショーフラダンス

リコーダーコンサート
苗植え 

地域との交流 

保育園同士の交流 

コカリナコンサート
絵本の読み聞かせ ギターコンサート 霧訪山登山 

小中学校との交流 

〈１年生との太鼓交流〉  

〈両小野学園音楽会〉 
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地域の「ひと、もの、こと」とつながろう 

＜ボランティアさんといっしょに＞   ＜ボランティアさんによる ＜金管バンド：地域での演奏＞ 

読み聞かせ＞ 

＜１年生：きりとうさんとの交流＞  ＜２年生：ボランティアさんと ＜３年生：地域の施設へ 

大豆の種蒔き＞ 花のプレゼント＞  

＜４年生：親水公園で水遊び＞  ＜５年生：ボランティアさんと ＜６年生：中学校登校で 

米作り＞  部活動体験＞ 

＜お礼の会：日頃お世話になっているボランティアさんに感謝の気持ちをお伝えしました＞ 

両小野小学校 
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昨年度から再開された両小野学園音楽会では、司会進行や会場の片づけを行い、何よりも歌声で中
学生としての姿を示してくれました。 

今年度から本格導入さ
れたボランティア認定
制度。地域のボランテ
ィアへの参加がとても
活発になりました。２
学期の終業式で、学園
運営協議会会長より認
定証が授与されまし
た。 

霧訪山の開山式では、生徒が手
作りしたコースターや乾杯の飲
み物を参加者の皆さんに手渡し
ました。地域の山に多くの方が
訪れるよう願いを込めました。 

両小野小学校の運動会にうとう
くんと一緒に参加しました。１
年生は今までの後輩である小学
生のみなさんに中学生になった
姿を見てもらいました。 

学区のもみじ山に、塩嶺カント
リー様から寄贈していただいた
もみじの苗木を地区の財産区の
議員さんたちの手ほどきを受け
て植えました。

古田 晁記念館のぶどうの袋掛
けのボランティアでは、地域の
方の手ほどきを受け一つ一つ丁
寧に袋をかけました。地域の良
さにまた一つ出会いました。 

北小野地区の運動会のボランテ
ィアには多くの生徒が参加し
て、運営にあたっただけでなく、
競技にも参加して運動会を盛り
あげました。 

１年生が地域の達人の手ほどき
で注連縄づくりをしました。お
正月飾りの意味も教えていただ
き、日本の文化の理解も深まり
ました。 

「 憑
たのめ

の里」両小野学園の中学校として

 

両小野中学校 
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１学年では５つのグループに分

かれて、地域の魅力発信や地域を

より良くするための活動を行って

きました。地域の自然と歴史がテ

ーマのカレンダーや、地域の建物

の写真を使用したカードゲームと

いった、地域の方々に両小野の魅

力を発信する活動。地域の観光地

をテーマにしたCM作成や両小野

地域外の人をターゲットにしたう

とう君キーホルダーの配布といっ

た、地域外への PR 活動。地域の

危険な場所を調べて注意を促す

交通安全ポスター制作。それぞれ

が、「自分たちの住む両小野をも

っと素敵な所にしたい」「もっとた

くさんの人に知ってもらいたい」

という思いをもって活動しまし

た。活動を通して、地域のために

自分たちができることを考え、積

極的に学校外の方々と関わろう

とする姿がありました。 

 ２学年では両小野地域を多くの

人に知ってもらうために、地域の

魅力を調べ、発信する活動を行い

ました。両小野の伝統行事や、お

いしい野菜などを調べたり、地域

の名所を調べたりして、観光客向

けのマップ作りをしました。調べた

ことは、ＳＮＳやホームページで発

信中です。 

 加えてパンフレットとしてまと

め、配布する予定です。 

 この活動を通して、普段何気なく

過ごしている地域にも多くの魅力

や価値があることに気づくことが

できました。また、調べ学習や話し

合いを通して、地域の良さを改め

て見つめなおし、自分たちの言葉

で伝えようとする意識が高まりま

した。 

 ３学年では、地域の未来を考え

る「辰野町の中学生議会グルー

プ」と「霧訪山について考えるグル

ープ」、「土真ん中ウォーク実行委

員会」の３グループに分かれて活

動を行いました。辰野町中学生議

会グループでは、地域の課題や解

決策を考え、それを「ほたるの里

中学生議会 2025」で発表しまし

た。霧訪山について考えるグルー

プでは、霧訪山をさらに良くする

ために何ができるかを考え、登山

道に登山者用のベンチを製作、設

置しました。土真ん中ウォーク実行

委員会では、史跡説明やスタンプ

ラリーの準備を行い、当日もスタ

ッフとして土真ん中ウォークに関

わりました。

どのグループにおいても、地域

の未来を考えたり、貢献できるこ

とを考えたりしながら、活動を行

いました。 

＜アントレプレナー学習＞ 憑
たのめ

の里の一員として、地域の課題に向き合う 

昨年度までは縦割りのグループで活動してきましたが、今年度は各学年で、地域のために自分たちができるこ

とを考え、地域の方にご協力をいただきながら活動してきました。 

１１月には学園運営協議会委員や保護者、地域の皆様にお越しいただき、発表会を行いました。どの発表も内

容が充実していて、自分たちが追究してきたことを発表する姿はとても堂々としていました。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

１学年（地域のためにできること） ２学年（両小野ＰＲ活動） ３学年（地域の未来を考えよう） 

アントレプレナー学習発表会
地域の方とたのめの里のよりよい

未来について意見を交換しました。 
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〈日本土真ん中ウォーク〉 
今年度は日本土真ん中ウォークに全校で参加しました。３年生の土真ん中ウォークグループは運営に携るため

にアントレプレナー学習で５月から取り組んできました。１，２年生はウォークに参加したり、うとうくんグッズ販売

を行ったりしました。史跡案内をすることを通して地域の歴史を学び、実際にウォークに参加することを通して地

域の豊かな自然を感じ、たのめの里への愛着を深めることが出来ました。

〈北小野地区文化祭（ショートブリリアント活動）〉  
地域の方を講師にお迎えして参加希望の生徒を対象に行ってきたブリリアント活動ですが、今年度は、ショー

トブリリアント活動のみを行い、活動の成果を北小野地区の文化祭で発表しました。また、ボランティアで北小野

地区の文化祭の運営に生徒が参加し、地域の一員としての意識を高めることが出来ました。

成果と課題 

・今年度は初めて、小野保育園・北小野保育園・両小野小学校・両小野中学校合同で引き渡し訓練が行われま

した。昨年度末に合同準備会を行い、５月に実施しました。学園で協力して災害に備えることが出来まし

た。課題に基づいた見直しを今後行っていきます。

・ボランティア認定制度を開始したことがきっかけとなり、生徒が地域で活躍する場面が増えました。地域の

ために活動することの良さと楽しさを感じ、たのめの里への愛着が深まりました。

来年度改善点・方向 

・昨年度まで夏休み中に行われてきたロングブリリアントを今年度は行わず、夏休みのボランティア活動への

参加を促しました。今年度の振り返りを行うとともに、地教協と共通理解のもとで進められるよう連携を

図っていきます。

うとうくんのグッズ販売をしました ３年生が史跡案内をしました ３年生の手作りマスコットを配布しました 

それぞれ選んだ距離を歩きました 

一番人気は 8kmのコースでした

吹奏楽部の演奏 

「ショートブリリアント ダンス講座」

の皆さんの発表 

「ショートブリリアント 茶道講座」の

皆さんが先生のお手伝いをしました 

進行やステージの準備や片付けを

行いました 

「ショートブリリアント 写真講座」 

うとうくんグッズやマスコットを宣伝しました 
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コミュニティ・スクール10年目を振り返って
コミュニティ・スクールも節目の10年目を迎え学校と会員にはだいぶ浸透して来ま

したが、保護者と地域の皆さんにはまだまだ認知度が低いように感じます。
　学校と教育委員会のＰＲもさることながら、我々も地道に地域の方に伝える努力を
心がける時期に来ていると思います。
　私は小学校・中学校・高校と関わっておりますが、児童・生徒からの認知度が高まり
年月を重ねるたびに挨拶や感謝の声のトーンが大きくなり、人数が増えているのを実感しております。子ど
もたちからの言葉に加え先生方からの同様の声掛け！その全てが私の日々のエネルギーと原動力になってい
ます。
　少子高齢化の時代、地域活性化に繋がる「子供たちの笑顔のために」ＣS活動のＰＲを続けていきたいと
思います。

塩尻東小学校　学校運営協議会長　宇治橋

邦彦

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１０年を振り返る

　　10年目の今年を振り返って 　 
 学校と地域が相互に輝けるように懸け橋となるＣＳ活動ですが、新型コロナウイルス

 の影響でかなり阻害されました。10年目を迎えた本年はコロナ禍以前のように、生活や
 私達の気持ちも戻りつつあります。人と人と人との絆が我々の活動の源泉となるので、
 改めて活力ある活動をしていきたいと思います。ただ、課題として地域の活動を支える
 方々が固定化される中、新たな人材を見出すことは容易ではありません。当地域に限ら

　ず人口減少、高齢化が進んでいるのは事実です。
     学校を中心とし地域のコミュニティが形成されます。なので、ＣＳ活動、ボランティア活動を幅広く広
 報し、理解し協力していただく方法をこれからも模索し、実行し、11年目からの活動を更に充実したいと
 思い ます。

塩尻東小学校　地域教育協議会長　足助

照夫

塩尻西小学校　CS会長　郡上

典雄

コミュニティ・スクール（以下、「コミスク」）10周年おめでとうございます。十年
　ひと昔とは言いますが、継続には関係者のひとかたならぬご苦労があっての成果と思
　われます。私自身も年数を満たしてはいませんが、かかわりを含めた感慨は一入のも
　のがあります。

　さて、コミスクは、最近の言葉と思われがちですが、思い起こせば、実は昭和年代も
　早いうちに学校を中心にした、いわゆる学校支援活動は行われていました。長野県内で

　は、公民館活動がいち早く行われたという走りも受けて、私自身が体験で思わされた事例
　が２件ほどあります。

　  その１つは、学校をメインにした文化祭会場開放です。今でも記憶にあるのは、祖父に連れて行ってもらっ
　た教室内の食堂風景です。彷彿させられます。時は昭和30年代初期の時代です。当時も学校は地域に開放し
　ていただいていました。２つ目は、地区の区民運動会です。当時の運動会は、地区の大きな総合イベントで
　した。実は、この運動会に学校職員が役員、選手としてグラウンドで大活躍をしておりました。当時、中学
　生だった私も当時の先生方から激励をいただき、お陰様でマラソン大会において準優勝した忘れ得ぬ思い出
　があります。

コミスクの今後には、昔のような学校、地域の再燃をと願っている老爺のつぶやきです。
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塩尻中学校　学校運営協議会長　平林  袈裟雄

塩尻西小学校　CS副会長　千葉  周一

塩尻中学校　地域教育協議会長　丸山  典子

    私が西小学校運営協議会との関りを持ったのは、今から10年前の五番町区長を任命
され区長会の充て職で運営協議会の委員に充てられたのが始まりです。それまで学校
関係は、息子の中学高校のPTA役員ぐらいしか縁がありません。
    当初どのように対応してよいのか不安だけが脳をかすめておりましたが、協議会委員
の顔ぶれに知人が多く多少安堵したのを覚えております。
　回数と年を重ねるごとに、地域の課題を提言して学校と地域の繋がりを深めれば、子供たち
の援助になるのではと考えるようになりました。
　行きついたのがおはよう先生の「ちばじい」であります。毎朝玄関口で300余名の西の子の孫たちと挨拶
をかわし元気をもらっています。
「ちばじい　おはよう」と孫たちは明るいです。

　 十年ひと昔と言いますが、Z世代は半分の５年位、α世代はもっと短い感覚のよう
 です。学習指導要領は、文部科学省が告示する初等教育及び中等教育における教育課
 程の基準となっています。教科書や時間割は、学習指導要領をもとに編成され、加え
 て子供たちにその時代に合った教育を提供しようとおよそ10年毎に改定されてきてい
 ます。2012年以降の高校数Ⅰの教科書に突如として現れた四分位数と箱ひげ図が、

      2021年度から中学２年で学習するようになりました。なんと親世代の多くが学んでいな
いこの分野が、令和５・６・７年度の公立高校の入試にも出題されました。子供たちは、論理的思考や
データ分析のスキルを学ぶ機会が増えています。今後生成AIの活用や規制等も含め各校のグランドデザイン
も、時代のニーズに応じ大きな変貌を遂げていくと思います。

　学校支援コーディネーター　堀籠　愛由

   されど10年！最初にＣＳの話を頂いた時、理想的だけど学校・家庭・地域の連携は
簡単ではないと尻込みした私に、地域連携コーディネーターだった池上先生が「やる
気のない人は要らない、やりたくない人はやらなくて良い。」と一蹴。
　ではお試しでと、塩尻中学校の学運協副会長を引き受けました。その後、後任選びが
難航した地教協会長も務めることになりました。塩中のＣＳは地域ふれあい学習として
地元の講師の方々と様々な講座を通して全ての生徒が関わり、やりたい、知りたい生徒と
専門の知識や技量を教えたい、伝えたい講師の方々との思いで続いてきました。時代と共に、地域との関りが薄
くなってきていた生徒が、地域の人と直接関わることで、その魅力と共に、地域への関心や愛着を感じてもらう
一助になったのではないかと思います。
　心残りは、未だに「ＣＳって何？」とその認知度が上がらないことですが、それもいつか解消されることを
願っています。

 塩尻市のCSが発足して10年目の記念すべき年に、学校支援コーディネーターとして　
 採用していただきました。これまで「市民」や「母」としての生活では気づくことが
 なかった、地域の魅力や結束、そして多彩な才能に圧倒される日々を過ごしています。

 また、それをスポンジのように吸収し、私たち大人の想像をはるかに超える子どもた
 ちの生命力に触れることは、非常にドラマティックです。

      CSは、長年大切にされてきた想いを基盤に、その時々のご縁によって発展していく
 ものだと感じています。他県出身、県内に親族もいない私が、この先10年後にはどのような塩尻の魅力に魅
 了されているのでしょうか。自身もその都度のご縁に身を委ね、楽しんでいきたいと思います。
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   平成の終わりから学校に関わり始めて９年目になりました。はじめは何をすべきな
のかよくわからないながらやっていたので、周りの方のアイデアの実現をお手伝いす
る関わり方をしていました。そうして関わるうちに「なんのために活動をするのか」
を考えるようになりました。例えば「コロナで入場制限がかかってしまったから、来
られない人のために運動会をライブ中継する」といったことです。「子どもたちのために」
というのが大きな目的なんですが、具体的な課題に対して何ができるかを考え実行するのが大切なのかなと
感じています。「できる人ができる事をできる時に」の精神で、活動を楽しみつつ学校に貢献していければ
いいなと思っています。

桔梗小学校　学校運営協議会長　小野  伸二　

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１０年を振り返る

 桔梗小学校はＣＳを通じ育てたい子どもの姿として「人とのつながり」を目指し動
　き始め、学校と地域・保護者の皆様が協働し取り組み早10年目を迎えました。代表的

 な取組は、職業や仕事に興味や関心を広げる「キッズお仕事チャレンジ」や「チャレン
 ジクラブ」です。 

     数多くの皆様が「子どもの未来を地域で育む」の理念のもと、ＣＳ活動を通じて人と人
との繋がりが生まれ、子どもたちを中心に安心や喜びを感じ、時として哀しみを癒し一緒に楽しんで活動して
おります。
    桔梗小学校はその校区が新興住宅に位置し、伝統も浅い比較的新しい地域にありますが、 この地域にしかで
きない創意工夫をしたＣＳ活動をより一層発展・進化できれば幸いです。  
    文末になりますが、今日まで桔梗小学校のＣＳにお力添えいただきました地域の皆様、学校関係者の皆様、
ＰＴＡの皆様に感謝とより一層のご支援・ご協力をお願いします。

桔梗小学校　地域教育協議会長　横山  朝征

広丘小学校　学校運営協議会長　三沢  昌樹

 地域と学校を繋ぎ、お互い寄り添う関係を作りたい、そんな想いで活動しています。

 地域や街は人によって成り立っていく。

 歴史と伝統を守り、そして広丘の街の魅力を伝えていく事で、子ども達が「住んで良

 かった」「これからも住み続けたい」そういう想いになってくれる事、それが街の活気

      と繁栄を維持していく上で大切な事だと思っています。

 地域の大人が仕事をしている姿や、子ども達を想う気持ちを届けたい。

    地元企業との繋がり、そこで働く大人との関わり、広丘だから出来る事を広丘らしさで考え続けていきた

い。
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広陵中学校　学校運営協議会長　薄田  利秋

広丘小学校　地域教育協議会長　太田  秀保

広陵中学校　地域教育協議会長　松本  弘幸

    平成９年から学校開放講座として始まった「　　　　　　　」、コロナ禍での3年
間は止む無く中止としましたが、CS活動の大事な柱となっています。平成10年代は
学校の先生方が講師でしたが、20年代になって地域の方を講師に招き、体験を通して
学びを深める場として発展してきました。24年度からは学校、PTA教養部と広丘公民
館の三者が立案し、講座を開いてきました。現在、学校運営協議会も一役を担っています。今年も開講しま
したが、広丘公民館の共催がなくなり、地域とのつながりが希薄になってしまいました。30年近く脈々と続
いてきた

 「ローマは一日にして成らず」との格言があります。同様に「コミスクも一日にし
　て成らず」です。実践集を最初から繙きます。創立30周年記念事業では「カリヨン
 の響きとともに30年、過去から学び新たな次代へ」をコンセプトに掲げました。
 　 校歌大合唱は圧巻で、その感動は今でも残っています。校歌カリヨンには時空を超

　  えた命への愛、大地への慈しみ、見知らぬ世界への誘いなど、生徒たちがこれから社

会、人生を拓く牽引力となるでしょう。近時、広陵中に新たな風が流れています。キャリア教育「生き方ダ

イアログ」、市長との意見交換会、３年生が地域での合唱発表交流会など生徒の主体的活動による地域の人と

の対話と学びが生まれています。次代を目指し楽しく歩み続けます。

　学校支援コーディネーター　唐澤　理恵

　 塩尻市がコミュニティ・スクールを導入しようとしていた当時、私は桔梗小で
 PTA活動をしていました。「市が何か新しいことを始めるらしいよ」という当時の
 会長のお話がきっかけで、PTAとしてこの活動に関わることになりました。
    当時は、自分がコーディネーターを務めるとは夢にも思っていませんでしたが、
 いざ始めてみると、自分にはまだ知らない地域の世界があることを知り、コミュニ
ティ・スクール活動の面白さに魅了されていきました。

その魅力の根源は、子ども達だけでなく、学校に関わる地域の皆さんがとても魅力
的だったことです。桔梗・広丘・広陵、どの地域の大人も、まるで自分の子や孫のように子ども達を思い、サ
ポートしてくださいます。そんな素敵な大人たちに、子ども達や先生方をたくさん合わせたい。その一心で、
これまで活動を続けてきました。
   自分にできることは何か？と日々自問自答しながらではありますが、先生・地域・子ども達のつながりを支
えていきたいと思っています.

コミスクが発足し10年が経ちました。思えば広丘地区公民館長を終え、広陵学区の
初代コーディネーターの話があり辞令を受け、登校する直前の３月末脳梗塞になり入
院となりました。辞職を申請したのですが、治癒してしてからの登校でよいですと言
われ引受けてしまいました。きつかった１年でしたが、広陵学区３校の校長先生はじ
め多くの先生方に助けられどうにか役目を果たすことが出来、後遺症も残らず退任できました。
　その後も続けて広陵学区に関わることが出来、現在まで広陵中の地域教育協議会の会長を継続しています。学
区３校を見回すと緑化環境にいささか問題ありの提案をしながら、自分が得た知識や技術を活かしやってみて、
継続性を強く感じています。スマホやタブレットの活用は教育形態や生徒たちの受け止め方法が大きく変わって
いる一面だと感じています。

活動の今後を考える大事な時、皆の知恵と協力で乗り切ろうと思います。

“ひろおか奨善塾”の今後を憂う

ひろおか奨善塾
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 　学校運営協議会が片丘小に設置された当初から関わっていますが、最初は何を
するのか、又、何の目的で行われるのか、わかりませんでした。塩尻市で出された
第二次教育振興基本計画が策定され、基本理念「一人ひとりの育ちに、ていねいに
向きあう教育」又、育てたい人間像として、１「社会を生き抜く力」、２「郷土を知り
誇りと愛着を持ったひと」が掲げられ、協議会の会を重ねるごとに少しずつですがわ
かってきて、学校と児童が地域に目をむけるようになり、また、地域、ボランティアの
人たちが学校に目を向けるようになりました。
　片丘小学校150周年を迎え、それを機に、学校が中心になり、地域・児童・保護者・ボランティアの方々
が一緒になり、「つながろう片丘開校記念の日」が立ち上がりました。とてもすばらしい事業だと思いま
す。この事業を通して新しい学校を創っていくことに少しでもお役に立てればと思います。そして片丘が学
校を中心に住みたい地域になって行く事を願っています。　

吉田小学校　CS副会長　熊澤  千奈美

　片丘小学校　CS会長　小松  秀樹

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１０年を振り返る

 　片丘小学校のCSでは、会議の前に全員で片丘小学校の校歌を歌います。片丘の子ど
　も達を地域の真ん中に置き、子ども達と共に学校や地域で「片丘愛」を育んでいきた
　いという思いからです。ボランティアの皆さんも、子ども達を温かく囲んでくださっ
　ています。
　  10月の土曜日には「つながろう片丘 開校記念の日」を開催しており、学習成果の発
 表、地域イベント、公民館の「夕やけの丘コンサート」など、片丘で最も大きなイベ

ントとなっています。児童や保護者はもちろん、保育園児や地域の皆さん、中学生や高校生も参加していま
す。開催に向けて、実行委員会を何度か開いて準備を進めています。夏休みには、子ども達の夏の思い出づ
くりとなる企画も行っています。

 当コミュニティ・スクールが学校を核とした地域づくり「スクール・コミュニティ」につながればと思い
ます。

片丘小学校　CS副会長　山崎  昭子

吉田小学校　CS会長　岩井  雄一郎

 　区長に就任すると同時に、吉田小学校の学運協会長にとの連絡が。学運協って何
　か当時は知りませんでした。吉田に住み始め、学校との接点が無かったからです。
　少し勉強して夏ゼミを行っていることを知り、ラジオ体操、昼食会、勉強や元気に
　遊ぶ風景も眼のあたりにしました。
　  ２年前にこども未来、こどものやすらぎ、学びお助けの３つのプロジェクトを新

設。それぞれのメンバーが中心となって行事を実行していくようにしました。丘中生徒による支援活動、田
川生き物観察、ノートパソコンの解体、将棋、俳句、エプソン広丘事業所見学等、多くの支援をいただき暑
い中でも子どもたちの生き生きとした姿に感激。今後も楽しみながら一緒になって活動していきます。

 　吉田小コミュニティ・スクールを構成する３プロジェクトの一つ「やすらぎプロ
ジェクト」でこども食堂「ちごちご広場」を立ち上げて３年目になりました。毎月
最終日曜日に吉田東公民館で主にカレーや炒飯などを提供しています。
　協力してくださるスタッフは10人を超え、校長先生も調理に加わってくださる中で、
学校に行かれない子どもさんが校長先生とテーブルを囲んで会話を楽しんでいる姿が
見られるようになりました。最近は開場前に来て、会場づくりから野菜洗いなど自分たちが
できることでお手伝いをしてくれます。
 　初めて出会った頃は上目遣いで無口だったその子が、今では元気に挨拶してくれるようになり、その成長
が嬉しく、学校と地域の協働体制の大切さを感じています。　

66



丘中学校　CS会長　手塚  優子

吉田小学校　CS副会長　荻無里  立人

丘中学校　ＣＳ副会長　北濱  博義

    子どものPTAで毎月吉田小に通ったのはもう20年以上前のことでした。このこと

がきっかけで都合７年間PTAに関わることになり、PTAは「すべては子どもたちの

ために」の一点で活動する組織であることを学びました。今年から吉田地区の公民

館役員になったため、CSに関わることになりました。学校と子どもたちを取り巻く

環境が20年前とは全く違うことは分かっていましたが、それは予想を超えていました。

   学校や子どもたちの環境を地域だけで作ることはできないとしても、地域も「すべては子どもたちのため

に」の視点で課題を明らかにして解決に向けた方策を少しでも前に進めることができればと思っています。

     私がCSの会長になった時、前会長が開いた『カフェ丘』のおかげで、丘中学校には

 地域の人が学校にいるのが当たり前なことに驚きました。カフェ丘の準備のために学

　校に行くと、「こんにちは！」という生徒と先生の元気な挨拶が私たちを迎えてくれま

 す。学校とは縁遠くなった私のような普通の地域住民でも、学校でできることがある

 のは嬉しく有難いです。地域に開かれた丘中学校に、今年『松の間』という地域の人

が誰でも利用できる居場所ができました。ルールはたったひとつ。いつでも生徒が自由に遊びに来れること

です。家族や先生でない大人と生徒が触れ合うことのできる居場所をもっと地域に知ってもらい、丘中学校

に関わる人を増やしていきたいです。 

　学校支援コーディネーター　池上  良満　

    丘中で組織された学校運営協議会委員となり、コミュニティ・スクールとカフェ丘
にも関わらせてもらうようになってから、かなりの年数が経っていますが未だに、委
員として何をすべきかといった基本的な役割が漠然としたままです。そんな中で最近
感じていることは、カフェ丘の開設時間が水曜日２時間目後とお昼休みのわずかな時
間だけなのに、生徒たちが実に嬉々として遊びに熱中してくれていることです。100均
で買ったという子供だましみたいなチャチな遊具や、手作りの小さな卓球台でも、力を加減し、時には思い切り
力を発したりして楽しんでいるのを見ると、できることなら毎日でも開設してやりたいなと思うくらいです。

 平成27年度の１年間で市内小中学校全校を対象に、学校運営協議会と地域教育協議
 会（地域学校協働本部）の立ち上げ準備を完了し、翌平成28年度から市内小中学全校
 が市からコミュニティ・スクール指定を受け活動を開始し本年度で早10年が経過しま
 した。

      この間各校では特色ある地域学校協働活動が展開され、地域と学校とのつながりが
より強固なものとなってきたように思えます。

 学校も含めた地域が、優しい温かい心で結ばれた安心安全で幸せに暮らせる地域となることが、コミュニ
ティ・スクールの大きな目的です。

まだまだ10年です。これからもこの大きな目的に向けて力を合わせ、心豊かで温かな、だれにも優しい地域
づくりをしていきたいものです。
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   私は、読み聞かせの活動を中心に宗賀小コミュニティ・スクールと関わってきま

した。毎月２回ほど実施される読み聞かせは、子どもたちと一緒に物語の世界を楽

しめる幸せな時間です。また、年間を通しての活動なのでクラスとして成長してい

く姿も見守ることができ感動します。

コミスクがスタートして10年、宗賀小ボランティアは人数が増え幅も広がり学校との

繋がりも強くなりました。毎年、先生方や子ども達と一緒に様々なチャレンジをし、変化を続けてきまし

た。ただ、子ども達への眼差しは変わらなかったように思います。

   子ども達が今も未来も笑顔でいられるよう、これからも子ども達や先生方と一緒に考えて楽しんでいきた

いと思います。

宗賀小学校　学校運営協議会長　丸山  保　

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１０年を振り返る

コミスク10年目、当初「地域は何をしたらいいのか？」から始まったが、心配を

　よそに宗賀小から積極的な攻勢を受けた。既存の行事への参加は勿論、人手不足で出

　来ない行事などへのお手伝いを提案してきた。そこで以前からあった、読み聞かせ、

 ブドウ栽培、生け花、等々の活動の他、「学校からの要望には全て対応する」という

 考えで「何でも屋」の学習支援グループを作った。グループは宗賀地域振興会の中の

「どんぐりプロジェクト♪」を母体にして、行事ごとにリーダーの采配でその道のプロを随時集め対応をし

ている。今では子ども達とも馴染んで、一緒に遊んでもらっている。この集団も、高齢化が進みいかに若い

人を引っ張り込むかが課題である。

宗賀小学校　地域教育協議会長　木村  奈都

　洗馬小学校　CS会長　大栗  克実

 ＣＳがスタートして10年目、洗馬小学校では、地域住民などの善意で修復できた

 「寄贈ピアノのコンサート」、ささらを地域の皆さんと一緒に作り運動会で踊る「洗馬

 民謡のささら踊り」、地区全戸に配る「洗馬っ子スクールだより」など、他にも地域の

 皆さんに応援して頂いている活動が沢山あります。これら全ての活動は、多くの人達

が苦しんだコロナ禍でも、皆さんの工夫と努力・協力により途切れる事もなくのり越えてきました。

    これからはＩＣＴ教育も更に進展して周りの環境も大きく変わって行くと思われますが、ＣＳの活動も時

代の変化に応じてレベルアップをしながら継続し、地域と学校が協働して子ども達が新しい時代に向かっ

て、大きく羽ばたける様に努力して行きたいと思います。
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    この10年間、支えていただいた多くのボランティアの方に敬意を表します。
今後とも変わらぬご協力をよろしくお願い申し上げます。学運協の会議の中で熟
議の時間があります。私は当初苦手でした。なぜなら今まで経験した会議は受動的
な立場が多く、また自分の回りに子どもの存在がなく、「意見など出ないよ」という考え
がありました。共感される方と、反面「思ったことを言えばいいよ」という方もいらっ
しゃると思います。実際、熟議が始まると多くの発言があり時間が足りないくらい盛況な会議となっており
ます。今でも苦手意識はありますが、終わってみると達成感と連帯感があります。これからも多くの意見を
出し合ってより良いＣＳにしていきましょう。 

 「子どもたちが地域に返してくれる！」
 令和７年４月から会長として関わらせていただいている洗馬公民館の三溝です。

 この役割を担ってから、ボランティアの皆さんが、草刈り等の環境整備、読み聞
 かせ、「ふるさと学」等様々な形で子供たちと関わってきていることを知りました。

      西部中では昨年から、子どもたちが主体的に地域に恩返しをしていく「孫の手
プロジェクト」という活動が始まりました。この活動の中で、地域の祭りやイベントに参加してくれる子ど
もたちの生き生きとした様子を見ると、「こんなにフレンドリーなんだ」、「このまますくすく育ってほしい」
と感じたり、子どもと大人も「人と人」だなと思わされます。

 これらの活動が無理なく継続していってくれればと願っています。

   「小学校で読み聞かせしてくれましたよね～」数年前買い物の時にレジ担当の学生
バイトらしき若い女性に声をかけられました。また2021年に塩尻西部中１年生の上
高地・乗鞍校外学習に付き添いで行った時、宿泊した部屋を掃除してくれた男子生徒
が「小学校で読み聞かせをしてもらいました。声で分かります。」と言っていました。
２人とも良くぞ覚えていてくれました。感謝感激です！　塩尻市コミュニティ・スクールは
今年10年目ですが、学校支援ボランティア制度はすでに20年程前にスタートしていました。〝コミュニティ・ス
クール〟とは〝地域の学校〟です。この先ずっと地域の大人と子どもがお互い感謝をしながら交流し続けていけ
たら最高ですね！

      地域と学校との関わり方について
 地域と学校との関わりは、子どもたちの健全な成長を支えるうえで欠かすことの

  できない大切な連携だと思います。学校は、学習や生活を通じて子どもの知育・徳
  育・体育を育む場であり、地域は子どもたちの生活の基盤です。双方がそれぞれの
 役割を尊重しながら協力することで、子どもたちに豊かな体験を提供し、より良い教

育環境を築くことができると思います。特に、地域の大人が子どもと関わることで、世代間の繋がりが生ま
れ、又地域全体の温かい風土が生まれ、子どもたちが地域の歴史・文化・産業に触れる機会を得ることは、将
来の地域づくりを担う人材を育てることに繋がると考えます。

塩尻西部中学校　学校運営協議会長　三溝  隆

洗馬小学校　ＣＳ副会長　波多野  光男

塩尻西部中学校　地域教育協議会長　横山  裕美

　学校支援コーディネーター　山本  栄次
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   令和４年小中一貫とする義務教育学校（９年制）への転換は、学校また地域に

とって大きな変化、中学校校舎は廃校となり小学校校舎に統合。小中一貫への

転換は、メリットが多い印象。少人数ながら異年齢で学ぶ姿は、運動会、また

その他の発表会等で地域の方々にも、その良い効果が分かりやすく伝わる。前後

の異なる学年が同じ時間、同じ教室で授業を受ける連学年での学習は、音楽、体育などのジャンルではとて

も良い効果を発揮。一方、入試などにつながる主要科目は単学年での授業継続が望まれる。今後は、令和７

年からの小規模特任校制度を最大限利活用し、域内で急激に進む少子化に対し、生徒数を維持することが課

題。磨けば光る宝（自然、文化、伝統）、多く眠るこの地、明るい未来への可能性を信じます。

楢川小中学校　学校運営協議会長　小林  宏充

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１０年を振り返る

 長男が９年生だった当時、「江戸ウィン」に陰から携わりました。奈良井宿で生徒

 たちが時代衣装を着て堂々と物怖じすることなく観光客相手にイベントを運営してい

 る姿を見て、キャリア教育を通じて地域愛を育む活動を垣間見ることができました。

      これはほんの一例で、今ではいくつものキャリア教育やボランティア活動に地域の

方々が携わり学校を活性化、そして地域も活性化という好循環が生まれています。本校は、義務教育学校と

して他地域から児童生徒を受け入れていますが、それでも少子化による児童生徒の減少を食い止める事が難

しくなってきています。我々の次のミッションは、観光業や漆器職人などを志す若い移住者を呼び込み持続

可能な学校、地域にしていく事です。

楢川小中学校　地域教育協議会長　酒井  慶太郎

　学校支援コーディネーター　重  勇雄

　学校支援コーディネーターとして勤め始め一巡りした今年、新たなスタートを

　切った。

　地域の顔でありベテランのＴさんから引き継いで一年が経った時、自分の力不

 足を感じた私は、「務まるのか？」と感想を持った。前教育長さんが「…学校のこ

　　とが分かるのが強み」と言っていただいたことと「できないところはそれなりに理由が

あり、できているところもそれなりに理由がある」と励ましてくれた、今は同僚の立場で勤めるＩさんから

の言葉が支えとなりこれまで務めてきた。そして何よりも、地域の方々のお姿が私の背中を押し続けてい

る。地域とともにある学校・地域に支えられた学校（楢川とともにある・楢川に支えられた楢川小中学校）

により子どもたちの笑顔が生まれてくる。その一助となれるよう、目の前の課題に取り組んでいこうと思っ

ている。
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   平成23年、全国の先進地視察や、地域懇談会を重ね小中一貫教育「両小野学園」

がスタートした。小中が連携し、互いに乗り入れながら、地域を巻き込んだ取組が

注目された平成27年より、地域と学校がより深くつながり、豊かな子どもたちの成

長をあと押しするコミュニティ・スクールが始まった。地域の皆さんが、行政の違い

を乗り越え、学園の願いを共有しながら、組織の連携を密にし思いを行動で示すことが

できたと思う。更に学習支援を通じて、ボランティアが共に学ぶ喜びや、地域住民同士のつながりが深ま

り、交流の中で、地域課題にも目を向ける様にもなった。コミュニティ・スクールは学校のみでなく、地域

を元気にしてくれる「原動力」にもなっていると思う。今後も子どもたちを真ん中に学園を支えて行きた

い。

両小野学園　学校運営協議会長　小野  芳幸

《特別寄稿》コミュニティ・スクールの１１年を振り返る

　両小野学園がコミュニティ・スクールとして歩みを始めてから11年、地域と学校

　が 一体となり、子どもたちの成長を支える数々の取組が積み重ねられてきました。

 その成果は、地域の誇りであり、未来への礎でもあります。私はこの４月に会長を

  拝命し、まだ１年の経験しかありませんが、少子化の進行により学園の在り方を改

めて検討すべき時期に差しかかっていると強く感じています。これまでの11年の歩みを大切にしつつ、次の

10年に向けて、地域と共に新たな形を模索し、持続可能な教育環境を築いていくことが私たちの使命だと考

えています。そして、子どもたちの笑顔を守り続けるため、地域の知恵と力をさらに結集していきたいと思

います。

両小野学園　地域教育協議会長　神戸  保

　学校支援コーディネーター　青木  喜子

 　両小野学園では、小学校の頃から大豆作り・米作り・水の学習などで、たくさん
　の地域ボランティアさんに支えてもらっています。地域の皆さんは他にも登下校の

 見守り、「安心安全の家」の協力、環境整備で草刈りなどもしてくださっています。
 また、キャリア教育(職業体験等)や両小野の伝統や文化を伝えるクラブ講師やアン
トレプレナー講師となり、子ども達が地域への愛着を深め、人生が豊かになるお手

伝いをしてくれています。
   ただ、「地域とともにある学校」を目指すこの素晴らしい仕組みがボランティアさんの高齢化という問題を
かかえ持続可能な活動ではなくなりつつあります。ある一定の方だけでなく、まずは保護者や地域の方にコ
ミュニティ・スクールをもっと知ってもらい、若い力も巻き込むことが大切だと思います。今はPR不足があ
るなあ・・と感じます。また公民館との連携が必須だと感じています。なんなら学校の中に公民館があれ
ば、地域の方も気軽に学校へ来れますし、地域の中心の場となりスクール・コミュニティさえも目指せるの
では？と期待してしまいます。
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● 参考「地域と学校とで協働して育てたい子どもの姿」〈２０１７（平成２９）年度策定〉

〈塩尻東小〉 

●自他を大切にでき、思いやり溢れる子ども〈自尊感情と愛他心の育成〉

●心身ともに健康で、元気で意欲的な子ども〈前向きな生き方・人間関係構築力の育成〉

●主体的に学び、チャレンジする子ども〈課題発見力・解決力や行動する力の育成〉

〈塩尻西小〉

●自他を大切にでき、思いやり溢れる子ども〈自尊感情と愛他心の育成〉

●他とのつながりを大切にしながら自分を的確・適切に表現できる子ども

〈人間関係構築力の育成・人権感覚の育成〉

●あきらめず、前向きに生きられる子ども〈成功体験・チャレンジ精神の育成〉

〈塩尻中〉

●心身ともに健やかでたくましい子ども〈自尊感情の育成、タフに生き抜く力、社会力・

人間力の育成〉

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉 

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる子ども〈チームワーク、協調性、協働性、

社会力の育成〉

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども〈課題発見力、課題解決力、創造力、

コミュニケーション力、プレゼンテーション力、自主性、自立心・自律心の育成〉

【塩尻中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】

■多様な人と協働しながら主体的に活動できる子どもの育成

■心身ともに健やかで、自己実現に向け学び続ける子どもの育成

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れる

子どもの育成

〈桔梗小〉 
●心身ともに健やかで明るい子ども〈自尊感情の育成、健康的に生きる力の育成〉

●笑顔があふれ、心が優しい子ども〈前向きな生き方・人間関係構築力の育成〉

●憧れを持ち、夢に向かう子ども〈より高い生き方を求め行動する力の育成〉

〈広丘小〉
●挨拶等がしっかりでき、人とのつながりを大事にする子ども〈人間関係構築力の育成〉

●よく学び、体を鍛え、夢に向かい進む子ども〈学力向上・体力向上・キャリア教育推進〉

●相手の気持ちが分かり、協調して活動ができる子ども〈愛他心・協調性・チームワーク〉

〈広陵中〉
●心身ともに健やかでたくましい子ども

〈自尊感情の育成、タフに生き抜く力、社会力・人間力の育成〉

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども

〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる

子ども〈チームワーク、協調性、協働性、社会力の育成〉

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども

〈課題発見力、課題解決力、創造力、コミュニケーション力、

プレゼンテーション力、自主性・自立心、自律心の育成〉 

【広陵中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■多様な人と協働して活動できる子どもの育成

■様々な課題を解決しながら、自己実現に向けて学び続ける子どもの育成

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れる

子どもの育成
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〈片丘小〉 

●心身ともに健やかで明るい子ども〈自尊感情の育成、健康的に生きる力の育成〉 

●挨拶等がしっかりでき、人とのつながりを大切にする子ども〈人間関係構築力の育成〉 

●主体的に学びに向かう子ども〈課題発見・解決力、自学力の育成〉 

〈吉田小〉 

●社会の基本的ルールやモラルが守れ、相手を思いやれる子ども〈社会力・人間力の育成〉 

●自分の将来を描き、それに向かい動く子ども〈学力向上・体力向上・キャリア教育推進〉 

●自他の気持ちを理解し、協調して活動ができる子ども〈自尊感情・愛他心・協調性の育成〉 

〈丘 中〉 

●心身ともに健やかでたくましい子ども 

〈自尊感情の育成、自他を思いやる心、タフに生き抜く力、社会力・人間力の育成〉 

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども 

〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉 

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる子ども 

〈チームワーク、協調性、協働性、社会力の育成〉 

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども 

〈課題発見力、課題解決力、創造力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力、 

自主性・自立心、自律心の育成〉 

【丘中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■心身ともに健やかで、多様な人と協働して活動する子どもの育成 

■自己実現に向け主体的に学び続ける子どもの育成 

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れる

子どもの育成 

 

〈宗賀小〉 

●心身ともに健やかで元気な子ども〈自尊感情の育成、健康的に生きる力の育成〉 

●思いやりにあふれ、助け合える子ども〈愛他心・協調性・人間関係構築力の育成〉 

●主体的・自主的に学べる子ども〈課題発見・解決力の育成、自学力の育成〉 

〈洗馬小〉 

●挨拶等がしっかりでき、人とのつながりを大切にする子ども 

〈自尊感情や愛他心の育成、人権感覚の育成、人間関係構築力の育成〉 

●主体的・自主的に学び、夢に向かい進む子ども 

〈課題発見・解決力の育成、自学力の育成、キャリア教育の充実〉 

●自分の考えを的確に適切に伝えながら、他と協調して活動ができる 

子ども〈コミュニケーション力、愛他心、協調性、チームワーク〉 

〈塩尻西部中〉 

●心身ともに健やかでたくましい子ども 

〈自尊感情の育成、タフに生き抜く力、社会力・人間力の育成〉 

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども 

〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉 

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる子ども 

〈チームワーク、協調性、協働性、社会力の育成〉 

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども 

〈課題発見力、課題解決力、創造力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力、 

自主性・自立心、自律心の育成〉 

【塩尻西部中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■心身ともに健やかで、多様な人と協働して活動する子どもの育成 

■自己実現に向け主体的に学び続ける子どもの育成 

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れる

子どもの育成 
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楢川中学校区〈楢川中・木曽楢川小〉⇒令和４年度より楢川小中学校（義務教育学校） 

【楢川中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■温かい人間関係を築くことができる子どもの育成

■心身ともにたくましく、自立し、未来を拓く子どもの育成

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れる

子どもの育成

【両小野中学校区〈両小野学園〉において保小中一貫した１２年間で育てたい子どもの姿】 

ふるさと「たのめの里」を知り、共に愛し、｢たのめの里｣に貢献できる子ども 

～輝く「あいさつ」・響き合う｢歌声｣・深まる学び～ 

〈両小野小（辰野町塩尻市小学校組合立）〉 

｢たのめの里に生き、たのめの里の未来を切り拓く子どもの育成｣ 
●「たのめ科」の充実

・地域を知り、地域の方から伝統を継承し学び、地域を愛する子の育成

●保小中一貫のために

・「保小一貫」：校内巡り、プール交流、給食の試食、児童会祭り招待

・「小中一貫」：６年生の中学校登校〈１ヶ月間〉、地域美化活動

・「保小中一貫」：学園音楽祭

〈両小野中（塩尻市辰野町中学校組合立）〉

｢たのめの里に生き、たのめの里の未来を切り拓く子どもの育成｣
●アントレプレナー学習、ブリリアント学習を通し

＊地域を知り、地域の活性化について考え、人々と関わることで故

郷を大切に思い、さらに好きになる。 

●｢夢プロジェクト生徒会｣

＊アントレプレナー学習で見いだされた課題を、全校の活動にし

ていく、地域貢献型の両小野中モデルの生徒会を構想していく。 

〈北小野保育園（塩尻市立）〉 
●よりよい環境のもとで、のびのび過ごし、発達に応じた活動の積み重ね

を行える保育園

●子どもの個性や特性を大切にし、もっている力を十分に発揮し生活できる

よう一人ひとりに応じた支援ができる保育園

●たのめの里の歴史ある郷土の文化を大切にし、「太鼓活動」や「地域ボランティアの保育園参加」

を通して、地域を知り地域を愛する心を育てる保育園

〈小野保育園（辰野町立）〉
●安心して預けられる保育園

●一人ひとりの子どもの適切な援助ができる保育園

●保護者と共に子どもの成長を支援する保育園

●地域ボランティアの協力のもと、地域を知り、地域を愛する心豊かな子どもの育成

塩尻市内の全小中学校に学校運営協議会が設置され、コミュニティ・スクール活動が開始された

平成 28年度、学校運営協議会の熟議の中で「地域と学校とで協働し、どのような子どもを育てて

いくのか、その具体的なイメージを地域と学校とで共有する必要がある。」という意見が多く出さ

れ、翌年度（平成 29年度）第１回目学校運営協議会の熟議（グループワーク）を通し各校のもの

が策定され、また第２回目の中学校区内小中合同学校運営協議会では「小中の９年間を通し、地域

学校協働体制・活動により育てたい子どもの姿（資質・能力）」が策定されました。これらの「姿

（資質・能力）」は策定後 10 年を経過した現在でも各ＣＳ活動を推進・評価していく上の指標と

なっています。 
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 塩尻市コミュニティ・スクール（以下「コミスク」）が始まって今年で 10年目となりました。上

記のようなテーマを掲げ、様々な話し合いの場で 10年を振り返り、成果や課題を共有し、これか

ら 10年先を見据えてどんなことができそうか、話し合う機会がつくられました。 

 今年度の実践集は、これまでの 10年の歩みを振り返ることができるように、学校ごとに 10年

間の取組をまとめてみました。教頭先生を中心にまとめていただいた取組の様子は、1年間の中で

は大きな変化を感じることが少なくても、10 年間を続けて見てみると、地道に、着実に歩んでき

たことによる大きな力を感じることができます。その時その時の子どもたちの成長や学び、関わる

先生方、保護者や地域の皆さんの様々なつながりによってこれだけの大きな力になることを実感で

きると共に、これから先に関わる人がかわっても、地道に着実に取り組んでいくことが、10 年先

につながっていくことを実感しました。また、コミスクの中心になって関わっていただいている学

校運営協議会や地域教育協議会の会長さん、学校支援コーディネーターさんからも特別寄稿として

書いていただいています。関わる期間に長短はあっても、その中で直に感じた思いや願いは今後に

つながる大事なものが詰まっています。 

これまで塩尻市のコミスクに温かく関わっていただいた多くの皆さんに感謝を申し上げると共

に、今後も「できることを、できる時に」関わる人が増え、様々な立場の大人が共に語り合いなが

ら、楽しみながら一緒に創っていくことで、子どもたちの笑顔あふれる成長や、つながりのある元

気な地域になっていくことを願っています。  

１ 進化するコミスク 
第３回学校運営協議会は、各学校で今年度を振り返り、成果や課題を生かして来年度への準備を

進める会議として、どの小委員会や協議会でも、学校の熱い思い、地域の受け止め、もっとこうし

たらというアイデア等が出されていました。これからもう一歩進化するために、形ややり方などを

変えてみようという動きが様々なところで見られます。自分たちの学校に合った形で、より活動を

広げたり、学びを深めたりしていけるように、また、学校の願いを理解してより強い協力体制で充

実した活動にしていけるように、見直しできるところはしていきましょう。 

動きのある例をいくつか挙げてみます。 

2025 年度塩尻市コミュニティ･スクール実践集のテーマ 

10年間の成果を感じ、10年先を見据える 

     ～これまで積み上げたものを次の時代につなげよう～ 

学校運営協議会 

・学運協委員の皆さんが参加しやすい時間帯に行う（第２回は先生方が参加しや

すい時間帯に）。時間を変えて開催してみる。

・熟議のテーマをより具体的なもの、誰もが気軽に意見が言えるものにしていく。

・話し合いの様子や内容を先生方、欠席の委員さん、地域の方に共有していく。

・全４回の見通しをもって進め、次年度に生かせるようにしていく。

・一体的な取組を行うために学運協と地教協を一つの組織にしていく。

・一年間を通して取り組む目標（キャッチフレーズ）を考える。
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今回の会議を通して、コミスクの取組の周知という点が、ポイントになってきていると感じまし

た。まず、学校運営協議会の委員の皆さんにしっかり周知されているか、また周知されたことをそ

れぞれの立場で発信していただいているか。学校の先生方への周知はどうか。ボランティアの皆さ

ん、地域の皆さんにどれだけ周知されているか。この点を今一度見直していきたいと考えています。 

来年度から第６期（11・12年目）がスタートします。改めて、学校運営協議会委員の皆さんに

役割や内容が分かるように、これまで続けている方にも確かめができるように「手引き」を作って

配布する予定です。 

２ 11 年目のスタートに当たって 
来年度より、コミスクに関わる名称の変更と確認をお知らせします。 

○ 支援から連携・協働、参画の取り組みになってきている今、これからも更に協 

働の取り組みが進められるよう、学校支援という言い方をやめます。 

学校支援ボランティア → CS ボランティア 

学校支援コーディネーター → CS コーディネーター  

学校とボランティアの皆さんとの関係は対等、共に子どもたちのために取り組むパート 

ナーです。そのために「CSボランティア」という名前にしていきます。

「CSコーディネーター」は、コミスクの地域コーディネーターと地域学校協働活動推

進員を合わせた役割です。今後も幅広く学校と地域をつなげていきます。

○ 活動に関わる大人が様々な立場の人になりつつあり、今後も更に様々な職種や

立場の人々とつながっていく可能性があります。以下の名称は引き続き使用し

ていきますが、国が発信している言葉と同じ内容であることを知っていただき、

CS活動の内容の充実に役立てていってください。

地域教育協議会（＝地域学校協働本部）  CS 活動（＝地域学校協働活動） 

地域学校協働活動とは、地域住民、学生、保護者、NPO、民間企業、団体・機関等の幅 

広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えると共に、「学校 

を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協働し 

て行う様々な活動です。 

★塩尻市コミュニティ・スクールに関するお問い合わせは、下記までお願いします。

塩尻市教育委員会 学校教育課 教育企画係（地域連携コーディネーター） 

〒399-0738 長野県塩尻市大門七番町４番３号 

℡ (0263)52-0280（代）内線 3111      FAX (0263)52-4354 

その１ 

その２ 

地域教育協議会（地域学校協働本部） 

・ボランティアの皆さんへの連絡方法の見直し（LINEスクールのお試し）。

・ボランティアの内容をより具体的に、できるだけ早めに伝えていく。

・保護者・PTAの皆さんにも内容を周知して、関わってもらえる人を増やす。

・関わっていただいた様子や成果をボランティア・保護者・PTA・地域の皆さん・先生

方に周知できるようにする（CSフェスタやお礼の会の工夫）。

・一年間を通して取り組む目標（キャッチフレーズ）を考える。
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